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はじめに 

石川県立図書館は、加賀藩所蔵の資料を一部引き継ぎ、明治 45 年に兼六園内で開館しました。

爾来、100 年以上の長きにわたり、県民への図書館サービスと、県内市町村図書館の振興に努

めてきました。現在の図書館は、昭和 41 年に金沢市本多町の社会教育会館内に社会教育センタ

ー（現在の生涯学習センター）と併設する形で設置され、その後、増築や生涯学習センターの

移転等を経て、今の姿になっております。 

現在の県立図書館は、建設から半世紀を超えて老朽化が進み、耐震基準を満たしていないと

の診断結果が出たことに加えて、閲覧スペースが狭く、書庫が分散して設置されているなど、

図書館としての機能が大きく制約されていること、さらには駐車スペースに制約があることな

どの課題が顕在化していました。 

このため、平成 28 年 3 月に策定した新たな石川県長期構想では、本県の中核図書館として

機能の充実を図るため、十分な敷地面積が見込め、県内全域からのアクセスも良好な金沢大学

工学部跡地に移転・建替することが明記されました。これを踏まえ、新館建設に向けて、新た

な図書館整備の指針となる基本構想を策定することといたしました。 

本県は、かつて「加賀は天下の書府」と言われた土地柄であり、加賀藩では、学問が奨励さ

れていた歴史もあります。こうした石川の知的伝統を受け継ぎながら、今後、長きにわたって、

多様な県民ニーズに応え、多くの県民の皆様方にご利用いただける図書館となることをめざし

て、基本構想の検討を開始いたしました。 

検討にあたっては、図書館学を専門とする学識経験者や、県内の各界各層を代表する有識者

の方々で構成される検討委員会を設け、4 回にわたり数多くのご意見をいただきました。また、

県議会でのご議論や、県民の方々からのご意見もいただきながら、策定作業を進めてまいりま

した。 

この基本構想では、新たな県立図書館の基本コンセプトを「県民の多様な文化活動･文化交流

の場として、県民に開かれた『文化立県･石川』の新たな“知の殿堂”」としています。図書の

貸出や閲覧機能だけではなく､公文書館機能･生涯学習機能を一体的に備え、また、石川が誇る

多彩な伝統文化などの｢石川ならではのコレクション｣を収集・活用することとし、こうした機

能･取組により、県民の文化的な活動･交流の舞台として、知的な活気と賑わいに溢れる図書館

としていきます。また、建物については、時代を超えて評価される内外観や居心地がよく快適

な空間にしたいと考えております。 

本基本構想に基づき、新たな県立図書館は、知識情報面から「文化立県・石川」を支える「知

の殿堂」にふさわしく、県内各地から幅広い県民の皆様方に来館していただき、時代を超えて

親しまれ、評価される図書館となることをめざして整備を推進してまいります。
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第 1 章 公立図書館・都道府県立図書館・公文書館を取り巻く環境 

1.1. 公立図書館・都道府県立図書館の動向 

図書館法（昭和 25 年法律第 118 号）制定後、昭和 35 年頃までの公立図書館は、図書の多

くは閉架書庫の中にあり、館内閲覧が中心でした。主な利用者は高校生や受験生で、図書館は

学生の勉強部屋としての機能を求められ、公園など静かな場所に建設されました。また、都道

府県立図書館は、知的な雰囲気の空間として公立図書館の中心的存在であり、全国各地でもっ

とも古く規模も大きい公立図書館として存在していました。 

昭和 35 年の高度経済成長の頃から、“図書を提供することこそ公立図書館の使命”という理

念に基づき、閲覧席を設けず、図書を借りて帰って家で読んでもらう貸出中心型の図書館が生

まれ始めました。利用者の中心は主婦と子どもとなり、日常的に借りる図書を探しに来ること

から、図書館は駅前など分かりやすく、集まりやすい場所に建設されるようになりました。ま

た都道府県立図書館は、市町村立図書館を図書面でバックアップすることが大きな役割となり

ました。 

高度経済成長により昭和 55 年頃から豊かな社会となり、市町村立図書館は、館数が増加し

て地方自治体に複数の公立図書館ができるようになりました。また、大規模中央図書館と中小

規模地域館で構成され、公立図書館を核に一つの建物に数種類の施設がある複合施設も増えま

した。そのため、図書館は大きな建物と広い駐車場が得られる場所に建設され、長時間在館型

の公立図書館が現れるようになりました。 

平成 12 年頃から、本格的なデジタル情報時代が到来し、情報コンテンツのマルチメディア

化による、ＩＣＴ等時間と距離を越えた情報のやりとりが可能になりました。また、情報受発

信の個人（セルフ）化が進む一方、個人による情報収集や生涯学習の社会化が進み始めます。

図書館は、多様化・高度化するニーズに対応するため、開架・閉架に図書や資料を充分揃える

ことに加えて、ホール・展示スペース、飲食施設等の附帯施設が整備され、利用者の様々な活

動領域への入口・活動拠点となり、図書・資料と様々な活動拠点機能との連携による新たな価

値の創出が始まりました。このような中、都道府県立図書館は都道府県の諸部局や関連組織と

連携して、自らが持っている豊かな資源を利活用したサービス、学校支援、ビジネス支援、観

光支援、行政サービス支援等への一層の支援強化に努めるようになりました。 

 

1.2. 公文書館の動向 

公文書館は、公文書館法（昭和 62 年法律第 115 号）において、「歴史資料として重要な公文

書等を保存し、閲覧に供するとともに、これに関連する調査研究を行うことを目的とする施設」

（同法第四条）とされています。また、公文書等とは、「国又は地方公共団体が保管する公文

書その他の記録（現用のものを除く。）」（同法第二条）と定めています。昭和 34 年に山口県文
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書館が日本最初の公文書館として開館し、昭和 46 年に国立公文書館が開館しました。現在、

公文書館は「国立公文書館法（平成 11 年法律第 79 号）の定めるもののほか、国又は地方公共

団体が設置する。」（同法第五条）、及び「地方公共団体の設置する公文書館の当該設置に関す

る事項は、当該地方公共団体の条例で定めなければならない。」（同法第五条 2）と定められて

います。 

公文書館の基本的な機能として、①保存期間の満了した公文書等の中から歴史資料として重

要なものを選別し、利用しやすいよう整理した上で目録を作成し、適切な環境の下で収集・保

存を行う、②歴史資料として重要な公文書等について、閲覧等のサービスを提供するとともに、

利用普及を図るため、展示や講習会を行う、③上記に関する調査研究を行う、とされています。 

都道府県公文書館は、全国で 37 都道府県に設置されており、①図書館や博物館との機能一

体型、②図書館や県庁等と同一建物内又は隣接型、③単独型といったように、各都道府県の状

況により設置形態は異なっております。なお、本県は「石川県文書管理規程」に基づき、所管

部署が将来的に歴史資料として価値を有する可能性のある文書を選別し、保存期間を永年とし

ており、現在、公文書館は設置しておりません。 

 

1.3. これからの図書館 

これからの図書館は、これらの取り巻く環境を踏まえた上で、図書館や公文書館が持ってい

る多彩な資源・資料を効率的・効果的に活用しながら、多様化する県民の課題解決を支援する

ために、以下３点に注力すべきであると考えられます。 

① 「頼りになる図書館」 

・活字資料と電子的情報源の両方へのアクセス環境を提供するハイブリッドライブラリー 

・人的サービスの充実（自動化・機械化、図書館職員の資質向上） 

・高水準な情報基盤 

② 「行きたくなる図書館」 

・県民の「書斎」・「居間」・「交流の場」 

③ 「多様な活動拠点としての図書館」 

・県の文化創造・世界に向けた発信拠点の可能性 

・資源の多様な活用を目指した連携・協働 

 

第 1 章 1.1.及び 1.3.参考資料： 

平成 28 年 8 月 8 日 第 1 回新石川県立図書館基本構想検討委員会 

「建築から見た図書館」植松貞夫委員長説明資料 

「公立図書館の動向」田村俊作委員説明資料 
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第 2 章 石川県立図書館の沿革と現状 

2.1. 沿革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以降の新石川県立図書館基本構想検討委員会の設置・開催状況は参考資料参照 

明治12年

(1879年)
兼六園内の県勧業博物館内に図書室を設置<前身>
・前田家蔵書３万余冊を中心に公開(前田家蔵書は後に移譲）

明治45年
(1912年)

昭和２年
(1927年)

昭和25年
(1950年)

昭和41年
(1966年)

平成27年
(2015年)

県議会(平成27年第4回定例会(９月)）において、知事が、現図書館は耐震基準を満たしておら
ず、老朽化や狭隘化が著しいことから建替せざるを得ない旨を表明

平成28年
(2016年)

県議会(平成28年第1回定例会(3月)）において、石川県長期構想の策定に係る議案が可決
※関係の記載：「県立図書館を金沢大学工学部跡地に移転・建替し、本県の中核図書館
として機能や施設の充実を図ります。」

県立図書館 開館(兼六園内)
・大正5年に記念館、食堂等､10年に書庫増設

大正７年
(1918年)

県下全体の図書館利用率が全国一
・人口千人あたり利用者が664人(県内26館)

中田邦造氏が館長就任(～昭和15年）
・児童図書の館外貸出を開始、県図書館協会を設立
・県内各地に読書学級(青年)、青少年文庫(小卒者)を設置
※昭和18年に都立日比谷図書館長に就任し、本を疎開させた

昭和23年
(1948年)

隣接館の火災で類焼・雑誌･新聞･図書約1000冊を焼失
七尾、小松分館を設置

１０地域に分館設置、自動車文庫巡回開始
・昭和26～28年にも３館の分館を設置
・自動車文庫の本格実施(専用車)は昭和38年から

昭和57年
(1982年)

平成9年
(1997年)

平成13年
(2001年)

横断検索システムが本格始動
・当初、県内8図書館･１大学→現在、36図書館･4大学参加

平成14年
(2002年)

｢加賀は天下の書府」展開催
・加賀藩ゆかりの古典籍約３００点の展示等を実施

平成15年
(2003年)

社会教育センターが移転
・書庫増強、１階にライブラリーサロン設置

平成25年
(2013年)

デジタル版｢石川県史｣、延宝金沢図をHP公開
・現在、大型絵図49点を含め、414点を公開

現在地に新図書館が開館
・社会教育会館内に社会教育センターと併設
・新館開館を機とし、翌年、全国図書館大会を県内で開催

増改築工事が完成
・収蔵能力増強､会館内に国際文化交流センター設置
分館10館廃止 (市町村立図書館の整備進展により)

「石川県図書館情報ネットワーク」稼働
・県内の図書館間で目録等の情報共有を開始

M45開館当時

兼六園内位置

児童閲覧室
(明治末-大正)

S41開館当時

S57増改築後
(現在の姿)

加賀は天下の書府展
(県立音楽堂で開催）

現在の横断検索
の画面

中田邦造氏
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2.2. 施設・蔵書等の現状 

構  造 地上 4階、地下 2階（4階は福祉総合研修センターと共用） 

建築面積 2,029㎡ 

延床面積 9,456㎡（うち図書館専用床面積 8,461㎡） 

駐車台数 32台 

収蔵能力 約 85万冊 

蔵書冊数 

(H28.3) 

約 81万 6千冊（うち開架 10万 6千冊） 

 (この他､特殊文庫等約５万冊、雑誌・新聞・古文書を別途管理） 

来館者数 237,153人（H27年度実績  ※H26年度は 246,635人) 

貸出冊数 140,090冊（H27年度実績  ※H26年度は 144,477冊) 

施設の 

利用環境 

増改築工事・社会教育センターからの転用により、小規模な部屋や段差が

多く、来館者と職員の動線やスペースが混在しているため、利用環境が悪

く、サービス提供、セキュリティ、バリアフリー面で一部支障がある 

職員数 43名（うち司書有資格者 24名） 

開館時間等 

開館時間  平日 9:00～20:00、土・日 9:00～17:00 

休 館 日  月末整理日､国民の祝日・休日､年末年始､特別整理期間 

開館日数  314日（平成 27年度） 

位置・ 

公共交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通(バス) 

 ・本多町バス停(最寄)からすぐ  ※金沢駅から日中１時間に約４本  

 ・香林坊(金沢中心部で多くのバスが停車)から徒歩 15分 
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2.3. 都道府県立図書館の統計  

平成 27 年度都道府県図書館の統計(『日本の図書館』2016 年調査(日本図書館協会)､石川県調べ)  

 
石川県立 都道府県立47館平均 

過去20年間で新規に 

開館した 6 館平均 

建築面積 2,029 ㎡ 4,503 ㎡ 6,649 ㎡ 

延床面積 8,461 ㎡ 10,508 ㎡ 14,616 ㎡ 

駐車台数 32 台 171 台※ 266 台※ 

収蔵能力 85 万冊 113 万冊 160 万冊 

蔵書冊数 82 万冊 101 万冊 95 万冊 

年間来館者数 24 万人 38 万人 68 万人 

年間貸出冊数 14 万冊 39 万冊 67 万冊 

※…図書館専用の区分ができない館を除く  

 

現在の石川県立図書館と全国都道府県立図書館 47 館の平均、また過去 20 年間で新規に開館

した 6館の平均のデータは、上記の通りです。 

建築面積、延床面積、駐車台数、収蔵能力のいずれも現在の石川県立図書館は都道府県立図

書館 47 館の平均を下回っており、また過去 20 年間で新規に開館した 6 館の平均は、都道府

県立図書館 47 館の平均をいずれも上回っております。 

さらに、年間来館者数や年間貸出冊数についても、同様の傾向です。 
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2.4. 特徴のある資料(貴重書等）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《主なもの》

○稀覯書（きこうしょ:世の中に流伝している部数がきわめて少なく、まれにしか巡り合うことができない本）

・新世界地図帳「ATLAS NOUVEAV」

1780年11月6日オランダ商館長ティチング（1745～1812）から福知

山藩主朽木昌綱（1750～1802）に贈られた世界地図帳。前田家に伝来

し、のち当館に保管されるに至った。朽木昌綱の庇護を受けた蘭学者

前野良沢（1723～1803）が研究した際の付箋も残されている。

○絵図

・延宝金沢図

縮尺1/600の分間図で作成され、現存する金沢城下町図では最大。

加賀藩では､拝領屋敷地を明らかにするため､万治3年(1660）、寛

文7年（1667）､延宝年間（1673～1681）の3回このような城下町図

が作成され、県立図書館は寛文七年金沢図と本図を所蔵する。2点

を合わせた研究で、城下町金沢の発展過程が明らかになった。県指定

文化財。

○文庫

・森田文庫（693点）

幕末から明治にかけて活躍した石川県の郷土史家、森田柿園の旧蔵

書。加越能の歴史を研究するための基本的な史料がそろっている。な

かでも「北徴遺文」は、加賀・能登・越中の三カ国の寺社・諸家に伝

来する文書・記録等を書き写した文書集として貴重。

・他の県指定文化財｢伊藤家文書(3273点)｣｢山口家文書(3572点)｣

○近代資料

・地籍図（石川県庁より保管換135点）

明治期の地籍編纂事業のなかで作成され、現在も公図と位置づけら

れている。研究の他、現在の土地家屋調査でも多く利用されている。

○郷土資料

・石川県統計書 明治13,14,17年～平成25年

・地元新聞（マイクロフィルム・縮刷版）明治26年～現在

・市町村広報 昭和46年頃～現在

・伝統工芸に関する資料(戦前からの出版物など）

《概要》

○現図書館の前身である勧業博物館図書室は、前田家の蔵書を中心とし

て利用に供していた等、県立図書館は加賀藩所蔵の資料を一部引き継

いでおり、加賀・能登の国絵図をはじめとした大型の絵図類、藩校の

蔵書等も所蔵している。

また、石川県庁から移管された近世・近代資料も所蔵しており、なか

でも加賀・能登の寺社由来は知られている。

○開館(明治45年)に先立って購入した本県出身の国文学者、藤岡作太郎

氏の旧蔵書をはじめ、様々な石川県ゆかりの研究者等のコレクション

を所蔵している。

○開館から100年以上の歴史を持つことから、古くからの石川県関係の

統計書・年鑑があり、多くの利用がある。また、当館に事務局を置く

石川県図書館協会では、かつて資料集の編纂刊行も行っており、『加

賀能登郷土図書叢刊』（全56冊）は、現在も石川県の郷土史を学ぶ上

の基本的な文献として利用されている。

能登国四郡公田田数目録案
承久3年（1221）

延宝金沢図
延宝年間（1673-1681）

新世界地図帳
「ATLAS NOUVEAV」

1692年

引き札(広告）
明治24年
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第 3 章 新県立図書館の基本コンセプト・新たな図書館像 

 第 1 章「公立図書館・都道府県立図書館・公文書館の取り巻く環境」、第 2 章「石川県立図

書館の沿革と現状」、及び新石川県立図書館基本構想検討委員会での主なご意見を踏まえ、以

下の通り基本コンセプトと新たな図書館像を設定します。 

 

3.1. 基本コンセプト 

 

 

 

 

県民の多様な文化活動･文化交流の場として、 

県民に開かれた「文化立県･石川」の新たな”知の殿堂” 

 

 

 

 

新たな県立図書館は、図書の貸出や閲覧機能だけではなく､公文書館機能･生涯学習機能を

一体的に備え、また、石川が誇る多彩な伝統文化などの｢石川ならではのコレクション｣を収

集・活用していきます。 

こうした機能･取組により、県民の文化的な活動･交流の舞台として、知的な活気と賑わい

に溢れる図書館を目指します。また、県内各地から幅広い県民の方々が来館し、様々な情報

サービスの利用ができる、多様な知的可能性に満ちた図書館を目指します。そして､石川の

文化の裾野の拡大とさらなる高みを目指し、知識･情報面から｢文化立県･石川｣を支える図書

館を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ある分野の中枢 

となる建物 

基本コンセプト 
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3.2. 新たな図書館像と基本方針  

新県立図書館の基本コンセプトに基づく 4つの新たな図書館像と 8つの基本方針を以下のよ

うに設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知と文化の象徴としての図書館
石川の豊かな文化･歴史の

未来への懸け橋となる図書館
知的な活気と賑わいに溢れた

アクティブな図書館

1-1 多様な知に出会う場

1-2 文化活動・交流の
「知と情報のひろば」

2-1 石川らしさの
継承･創造･発信

2-2 石川に関する情報の
ワンストップサービス

3-1 県民の課題解決の
支援サービス

3-2 県民の知的創造活動の
支援サービス

4-1 魅力的な建築

4-2 充実した図書･資料、
人材、ネットワーク

基本コンセプト
県民の多様な文化活動･文化交流の場として、県民に開かれた「文化立県･石川」の新たな”知の殿堂“

公立図書館・
都道府県立図書館・公文書館

を取り巻く環境

4つの新たな図書館像

県民のパートナーとして
共に成長する図書館

8つの基本方針

検討委員会での主なご意見
①多様な利用者・情報・利用の仕方
②石川らしい資料の集積・活用
③頼りになる・役に立つ図書館
④高い水準のインフラ
⑤利用者目線での検討

石川県立図書館の沿革と現状
①歴史と伝統
（加賀藩所蔵資料を一部引き継ぐ）
（中田邦造氏の読書活動等）

②老朽化・狭隘化

[関係イメージ]

新 た な 図 書 館 像 

4.知と文化の象徴としての図書館 

3.県民のパートナーとして 

共に成長する図書館 

1-1) 多様な知に出会う場 

1-2) 文化活動・交流の 

｢知と情報のひろば｣ 

基 本 方 針 

2-1) 石川らしさの 

継承･創造･発信 

2-2) 石川に関する情報の 

ワンストップサービス 

3-1) 県民の課題解決の支援 

サービス 

3-2) 県民の知的創造活動の 

支援サービス 

1.知的な活気と賑わいに 

溢れたアクティブな図書館 

2.石川の豊かな文化･歴史 

の未来への懸け橋となる 

図書館 

4-1) 魅力的な建築 

4-2) 充実した図書･資料、人材、 

ネットワーク 
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3.3. 新石川県立図書館基本構想検討委員会での主なご意見と基本コンセプ

ト・新たな図書館像設定の関係  

※新石川県立図書館基本構想検討委員会の概要は参考資料を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検
討
委
員
会
で
の
主
な
ご
意
見

◎
多
様
な
利
用
者
、
情
報
、
利
用
の
仕
方

・
小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
来
れ
ば
何
か
に
出
会
え
る
、
新
し
い
も
の
に
触
れ
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
図
書
館
を
期
待
す
る

・
社
会
人
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
生
、
大
学
生
に
も
大
勢
来
て
頂
き
、
各
大
学
を
超
え
た
活
動
や
社
会
人
の
多
様
な
活
動
に
対

す
る
仕
掛
け
が
あ
る
と
よ
い

・
県
民
の
書
斎
や
居
間
、
交
流
の
場
と
な
る
「
行
き
た
く
な
る
図
書
館
」

・
県
が
持
つ
資
源
を
、
一
部
の
人
が
使
う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
県
民
が
足
繁
く
通
い
、
様
々
な
活
動
の
中
で
、
様
々
な
人
が
活
用
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
た
い

・
今
は
「
生
涯
活
動
」
と
し
て
、
幅
広
い
層
が
様
々
な
活
動
な
ど
を
し
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
室
の
よ
う
な
役
割
が
必
要
。
従
来
の
図
書
館
で

は
な
く
、
情
報
を
選
ん
で
探
し
、
活
用
す
る
、
こ
の
２
つ
が
あ
る
と
、
非
常
に
使
い
勝
手
が
多
様
化
し
て
い
く

・
本
、
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
が
、
一
度
に
使
え
る
図
書
館
が
良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

・
活
字
資
料
と
電
子
的
情
報
源
の
両
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
を
提
供
す
る
｢ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
｣や
｢メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能

(文
豪
の
映
画
資
料
な
ど
）
｣も
検
討
す
べ
き

◎
石
川
ら
し
い
資
料
の
集
積
・
活
用

・
県
の
所
蔵
す
る
資
料
や
、
地
域
に
あ
る
資
料
等
、
文
化
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
、
且
つ
、
ど
う
や
っ
て
県
民

に
サ
ー
ビ
ス
す
る
か
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
考
え
る
べ
き

・
伝
統
工
芸
や
芸
能
等
の
伝
統
文
化
に
関
す
る
資
料
(和
菓
子
・
友
禅
・
日
本
酒
な
ど
）
を
、
地
域
と
連
携
し
て
収
集
、
保
存
、
発
信
し
、

石
川
県
と
し
て
誇
れ
る
財
産
に
し
て
は
ど
う
か

・
石
川
の
伝
統
産
業
、
伝
統
工
芸
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
や
学
習
な
ど
多
角
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
べ
き

・
伝
統
工
芸
に
力
を
入
れ
る
場
合
、
資
料
を
置
い
て
お
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
資
料
を
使
う
空
間
も
考
え
て
よ
い

・県
立
図
書
館
に
は
、
石
川
県
に
ま
つ
わ
る
郷
土
資
料
が
集
積
し
て
お
り
、
中
田
邦
造
氏
の
読
書
会
運
動
や
郷
土
資
料
刊
行
の
実
績

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
と
実
績
も
踏
ま
え
、
新
し
い
県
立
図
書
館
の
特
色
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

・
郷
土
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
も
の
の
他
に
、
例
え
ば
現
代
の
写
真
な
ど
も
含
め
て
、
保
存
・
共
有
化
す
べ
き

・
歴
史
資
料
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
石
川
県
の
情
報
発
信
に
も
役
立
つ

◎
頼
り
に
な
る
･役
に
立
つ
図
書
館

・
県
民
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
頼
り
に
な
る
図
書
館
」

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
会
話
し
な
が
ら
読
書
や
勉
強
を
楽
し
め
る
部
屋
や
、
静
か
な
部
屋
、
グ
ル
ー
プ
で
利
用

で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
色
々
な
空
間
が
必
要
で
、
館
内
を
音
で
利
用
分
け
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

・
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
工
作
活
動
の
場
な
ど
、
読
書
以
外
の
利
用
の
さ
れ
方
も
検
討
す
べ
き

◎
高
い
水
準
の
イ
ン
フ
ラ

・
で
き
る
だ
け
多
く
の
図
書
を
開
架
し
、
図
書
の
収
蔵
や
展
示
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

・
建
物
が
図
書
館
と
し
て
機
能
的
に
十
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
建
築
と
し
て
も
、
未
来
の
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い

も
の
を
期
待
す
る

・
地
域
に
相
応
し
く
、
県
民
が
身
近
な
印
象
を
持
つ
よ
う
な
建
物
の
工
夫
が
必
要

・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
企
画
者
）
や
情
報
に
関
わ
る
専
門
職
員
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
専
門
家
、
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
多
様
な
人
材
が

必
要
で
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
仕
組
み
が
欠
か
せ
な
い

・
県
立
図
書
館
は
、
県
の
文
化
創
造
と
世
界
に
向
け
た
発
信
拠
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
資
源
の
多
様
な
活
用
を
目
指
し
た
連
携
・

協
働
が
鍵
で
あ
る

・
こ
れ
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
で
あ
り
、
地
域
に
あ
る
資
料
に
つ
い
て
も
収
集
・活
用
し
、
県
立
図
書
館
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
な

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き

◎
利
用
者
目
線
で
の
検
討

・
県
民
に
ど
の
よ
う
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
の
か
、
ど
う
知
的
に
啓
発
し
た
い
の
か
を
明
確
に
決
め
て
、
機
関
・
場
・
機
能
・人

を
考
え
て
い
く
べ
き

・
利
用
者
の
活
動
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）と
空
間
と
の
関
係
付
け
を
検
討
す
べ
き

1
-1

)
 多

様
な
知
に
出
会
う
場

1
.知

的
な
活
気
と
賑
わ
い
に
溢
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
図
書
館

1
-2

)
 文

化
活
動
・
交
流
の
｢
知
と
情
報
の
ひ
ろ
ば
｣

2
.石

川
の
豊
か
な
文
化
･
歴
史
の
未
来
へ
の
懸
け
橋
と
な
る
図
書
館

2
-1

)
 石

川
ら
し
さ
の
継
承
･
創
造
･
発
信

2
-2

)
 石

川
に
関
す
る
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

3
.県

民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

共
に
成
長
す
る
図
書
館

3
-1

)
 県

民
の
課
題
解
決
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

3
-2

)
 県

民
の
知
的
創
造
活
動
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

4
.知

と
文
化
の
象
徴
と
し
て
の
図
書
館

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
・
新
た
な
図
書
館
像

利
用
者
視
点
で
の
活
動

(ｱ
ｸ
ﾃ
ｨﾋ
ﾞﾃ
ｨ)
イ
メ
ー
ジ
を
作
成

図
書

館
像
１

図
書

館
像

2

図
書

館
像

3

図
書

館
像

4

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
等
を

補
足
す
る
資
料
と
し
て

4
-1

)
 魅

力
的
な
建
築

4
-2

)
 充

実
し
た
図
書
･
資
料
、
人
材
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

県
民
の
多
様
な
文
化
活
動
･
文
化
交
流
の
場
と
し
て
、

県
民
に
開
か
れ
た

「
文
化
立
県
･
石
川
」
の
新
た
な
”
知
の
殿
堂
”
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3.4. 基本方針の内容 

8 つの基本方針の内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 1-1  多様な知に出会う場 

豊富な図書･雑誌･資料や快適な情報アクセス環境を整え、各種メディア（図書･雑誌･

資料･デジタル･視聴覚･実物等）による様々な情報を発信・提供することにより、県民

の多様な知との出会いを創出します｡ 

また、知のゲートウェイとして、各分野の専門機関や専門家などへの入口･つなぎの

役割を担います｡ 

基本方針 1-2  文化活動・交流の「知と情報のひろば」 

多くの人と人がつながる｢知と情報のひろば※概念としての広場｣を設け、県民が集い、相

互作用や相互の触発による、様々な文化的な活動・交流を創出します｡ 

基本方針 2-1  石川らしさの継承･創造･発信 

石川が誇る多彩な伝統文化、豊かな里山里海の生物文化多様性に関する図書･資料等

について、全国でも突出した集積(石川コレクション(仮称)の形成)を図り、県内外に発信

します｡ 

また、こうした図書･資料等を活用した、学び･趣味･産業等の様々な用途での利用･創

造を後押します｡  

 

基本方針 2-2  石川に関する情報のワンストップサービス 

本県の歴史･郷土資料､現代の各種メディア情報を収集･保存するとともに､新たに公文

書館機能を備え、石川に関する情報を一体的に提供し、後世に継承します｡ 

基本方針 3-1  県民の課題解決の支援サービス 

大学や専門機関と連携し、子育てをはじめ、健康･ビジネス･くらしの法律など、多く

の県民が抱えるライフステージ上の課題の解決を生涯を通じて支援するナビゲーショ

ン(道案内）の役割を担います｡  

基本方針 3-2  県民の知的創造活動の支援サービス 

情報の編集･加工、学び・議論などのための｢情報のアトリエ」を設け、県民の知的創

造活動を支援します｡ 

基本方針 4-1  魅力的な建築 

時代を超えて評価される内外観､居心地がよく･快適な空間､憩いの緑地など､全体とし

て知と文化を象徴し、何度も訪れたくなる拠点を整備します｡ 

基本方針 4-2  充実した図書･資料、人材、ネットワーク 

質･量ともに豊富な図書･資料等を所蔵し、多くを開架するとともに長期的に十分な収

蔵能力を保有します｡ 

多様な人材を確保し、職員のキュレーション(企画)能力を高めるとともに、利用者と

｢知と情報｣をつなげる(リエゾン)役割を担うことで、利用者の満足度を高めます｡ 

大学や専門機関との連携関係を構築するとともに、兼六園周辺をはじめ県内文化施設

や市町立図書館とのネットワークの要となります｡ 
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3.5. 利用者視点での図書館での活動（アクティビティ）イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多
様
な
知
に
出
会
う
場

石
川
の
豊
か
な
文
化
･
歴
史

の
未
来
へ
の
懸
け
橋

と
な
る
図
書
館

文
化
活
動
・
交
流
の
｢
知
と
情
報
の
ひ
ろ
ば
｣

憩
う 県
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

共
に
成
長
す
る
図
書
館

緑
地
空
間

文
化
活
動

内
外

の
つ

な
が

り

交
流

幅
広

い
利

用
を

促
進

知
的
な
活
気
と
賑
わ
い
に
溢
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
図
書
館

多
様
な
知

と
の
出
会
い

知
的
創
造
活
動
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

新
た

な
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

の
利

活
用

石
川
情
報
の

ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾄ
ｯ
ﾌﾟ
ｻ
ｰﾋ
ﾞ
ｽ

石
川

を
ﾃ
ｰ
ﾏ

に
し

た
学

び

佇
む

観
光
す
る

散
歩
す
る

調
べ
る

ﾗ
ﾝ
ﾁ
す
る

観
る

魅
せ
る

語
ら
う

つ
な
が
る

関
心
を

も
つ

詳
し
く

な
る

尋
ね
る

勉
強
す
る

議
論
す
る

創
る

ひ
ら
め
く

発
表
す
る

新
た

な
創

造
の

後
押

し

石
川
ら
し
さ
の

継
承
・
創
造
･
発
信

*
知
と
情
報
の
ひ
ろ
ば

*
・

屋
内

広
場

・
多

目
的

ﾎ
ｰ
ﾙ
/交

流
ﾙ
ｰ
ﾑ
/上

映
会

も
可

能
な

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ
/飲

食
で

き
る

場

*
閲
覧
室

*
・

図
書

・
雑

誌
・

資
料

や
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

デ
ジ

タ
ル

化
し

た
資

料
、

視
聴

覚
資

料
、

実
物

な
ど

を
幅

広
く

収
集

・
提

供
・

子
育

て
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
/児

童
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

*
情
報
の
ア
ト
リ
エ

*
・

静
寂

を
保

っ
た

部
屋

/グ
ル

ー
プ

学
習

室
・

デ
ジ

タ
ル

で
の

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
(制

作
)

課
題
解
決
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

学
ぶ

見
つ
け
る

ﾘ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾄ

す
る

気
づ
く

ﾘ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｽ

す
る

探
す

夢
中
に

な
る

触
れ
る

満
喫
す
る

な
ご
む

得
る

愛
着
が

わ
く

鑑
賞
す
る

学
習
す
る

聴
く

発
信
す
る

集
ま
る

探
究
す
る

子
育

て
支

援
等

各
種

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

･
石

川
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
(仮

称
）

･
歴

史
･
郷

土
資

料
･
公

文
書

の
ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾄ
ｯ
ﾌﾟ

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

･
石

川
ア

ー
カ

イ
ブ

(仮
称

)

知
の

ビ
オ

ト
ー

プ
（

多
様

な
知

の
生

態
系

を
イ

メ
ー

ジ
）
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3.6. アクティビティの個別例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○
文
化
活
動
・
交
流
の
｢知

と
情
報
の
ひ
ろ
ば
｣

○
多
様
な
知
に
出
会
う
場

◎
県
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
成
長
す
る
図
書
館

◎
知
的
な
活
気
と
賑
わ
い
に
溢
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
図
書
館

触
れ
る

な
ご
む

ﾘﾋ
ﾟｰ
ﾄ

す
る

気
づ
く

ﾘﾗ
ｯｸ
ｽ

す
る

詳
し
く

な
る

尋
ね
る

勉
強
す
る

議
論
す
る

創
る

佇
む

観
光
す
る

散
歩
す
る

集
ま
る

ﾗﾝ
ﾁす

る

魅
せ
る

つ
な
が
る

関
心
を

も
つ

観
る

語
ら
う

ひ
ら
め
く

「
ふ
と
み
た
雑
誌
か
ら
役
立
つ
情
報
を
入
手
す
る
」

「
講
演
会
で
最
新
の
理
論
に
感
心
す
る
」

「
こ
こ
に
し
か
な
い
資
料
に
あ
り
つ
く
」

「
普
段
は
読
め
な
い
稀
有
な
雑
誌
に
出
会
う
」

「
最
新
の
論
文
か
ら
新
た
な
関
係
を
見
出
す
」

「
何
度
も
何
度
も
、
図
書
館
に
行
き
た
く
な
る
」

「
気
ま
ま
に
本
を
選
ん
で
窓
辺
の
席
に
腰
掛
け
る
」

「
お
気
に
入
り
の
席
で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
す
」

「
同
じ
作
者
の
本
を
互
い
に
勧
め
る
」

「
室
生
犀
星
の
作
品
を
ｼｱ
ﾀｰ
で
鑑
賞
す
る
」

「
屋
内
広
場
で
の
話
題
の
ｺﾝ
ｻｰ
ﾄに

家
族
で
行
く
」

「
講
演
を
聴
い
て
な
る
ほ
ど
と
頷
く
」

「
個
展
を
開
い
て
、
自
分
の
作
品
を
見
て
貰
う
」

「
ベ
ン
チ
で
木
漏
れ
日
を
浴
び
る
」

「
座
談
会
で
、
趣
味
の
合
う
新
し
い
友
達
を
つ
く
る
」

「
毎
朝
、
犬
を
連
れ
て
周
囲
を
歩
く
」

「
建
物
を
背
景
に
記
念
写
真
を
撮
る
」

「
詳
し
い
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
う
」

「
最
新
ﾃﾞ
ｼﾞ
ﾀﾙ
機
器
を
使
っ
て
、
新
し
い
九
谷
焼
の

ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
に
挑
戦
す
る
」

「
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ
学
習
室
で
、
み
ん
な
で
答
え
を
導
き
出
す
」

「
専
門
家
に
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
直
接
相
談
す

る
」

「
学
校
に
は
な
い
本
で
試
験
対
策
す
る
」

「
昔
の
友
禅
の
図
案
か
ら
新
た
な
表
現
を
思
い
つ
く
」

「
家
族
で
朝
一
番
に
来
館
し
て
、
昼
食
を
食
べ
て

帰
る
の
を
週
末
の
日
課
に
す
る
」

聴
く

発
表
す
る

探
究
す
る

「
他
大
学
同
士
で
プ
レ
ゼ
ン
し
あ
う
」

「
講
座
で
興
味
を
も
ち
、
自
分
で
も
調
べ
た
く
な
る
」

「
開
催
中
の
講
座
で
、
新
た
な
関
心
を
持
つ
」

夢
中
に

な
る

満
喫
す
る

「
好
き
な
本
や
作
家
に
出
会
う
」

「
子
ど
も
が
絵
本
を
声
を
出
し
て
読
む
」

「
い
つ
か
行
き
た
い
国
の
本
を
見
て
思
い
を
馳
せ
る
」

学
ぶ

得
る

探
す

見
つ
け
る

発
信
す
る

「
ﾌｧ
ﾌﾞ
ｽﾍ
ﾟｰ
ｽで

出
来
た
新
た
な
創
作
物
を

図
書
館
の
特
設
ﾎｰ
ﾑﾍ
ﾟｰ
ｼﾞ
で
公
表
す
る
」

◎
石
川
の
豊
か
な
文
化
･歴

史
の
未
来
へ
の
懸
け
橋
と
な
る
図
書
館

愛
着
が

わ
く

鑑
賞
す
る

学
習
す
る

「
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
」

「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
知
り
、
好
き
に
な
る
」

「
ﾃﾞ
ｼﾞ
ﾀﾙ
ｱｰ
ｶｲ
ﾌﾞ
で
伝
統
工
芸
の
技
術
に
見
と
れ
る
」

（
緑
地
空
間
）

調
べ
る

「
ﾚﾎ
ﾟｰ
ﾄを

仕
上
げ
る
た
め
に
文
献
に
あ
た
る
」
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第 4 章 主な機能の方向性  

4.1. 基本コンセプトから主な機能の方向性までの全体像 

基本コンセプト、4 つの図書館像、8 つの基本方針を実現するために備えるべき「機能」の

方向性を、以下に示します。基本コンセプトから主な機能の方向性までの全体像(要約)は次の

通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 民 に 開 か れ た 「 文 化 立 県･ 石 川 」 の 新 た な ” 知 の 殿 堂 ”

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

新
た

な
図

書
館

像

1
.知

的
な
活
気
と
賑
わ
い
に
溢
れ
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
図
書
館

3
.
県
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

共
に
成
長
す
る
図
書
館

4
.知

と
文
化
の
象
徴
と
し
て
の

図
書
館

2
.石

川
の
豊
か
な
文
化
･
歴
史
の

未
来
へ
の
懸
け
橋
と
な
る

図
書
館

1
-1

) 
多
様
な
知
に
出
会
う
場

1
-2

) 
文
化
活
動
・
交
流
の
｢
知
と
情
報
の
ひ
ろ
ば
｣

3
-1

) 
県
民
の
課
題
解
決
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

3
-2

) 
県
民
の
知
的
創
造
活
動
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

4
-1

) 
魅
力
的
な
建
築

4
-2

) 
充
実
し
た
図
書
･
資
料
、
人
材
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2
-1

) 
石
川
ら
し
さ
の
継
承
・
創
造
･
発
信

2
-2

) 
石
川
に
関
す
る
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

主
な
機
能
の
方
向
性

・
県

民
の
多
様
な
知
と
の
出
会
い

を
創

出
す

る
｡

・
知
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し

て
入

口
･
つ

な
ぎ

の
役

割
を

担
う

｡

・
知
と
情
報
の
ひ
ろ
ば

を
設

け
、

様
々

な
文

化
的

な
活

動
・

交
流

を
創

出
す

る
｡

・
石
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(
仮
称

)
の
形
成

を
図

り
、

県
内

外
に

発
信

し
、

様
々
な
用
途
で
の
利
用
･
創
造

を
後

押
し

す
る

｡

・
公

文
書

館
機

能
を

備
え

、
石
川
に

関
す
る
情
報
を
一
体
的
に
提
供

し
、

後
世

に
継

承
す

る
｡

・
大

学
や

専
門

機
関

と
連

携
し

､
課

題

解
決

の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

(道
案

内
)

の
役

割
を

担
う

｡

・
情
報
の
ア
ト
リ
エ

を
設

け
る

｡

・
全

体
と

し
て
知
と
文
化
を
象
徴

し
、

何
度

も
訪

れ
た

く
な

る
拠

点
を

整
備

す
る

｡

・
豊
富
な
図
書
･
資
料
等

を
所

蔵
し

、
企
画
能
力

の
あ

る
職

員
が
リ
エ
ゾ
ン

の
役

割
を

担
い

、
文

化
施

設
や

市
町

立
図

書
館

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要

と
な

る
｡

基
本
方
針

(
要
約

)

利
用

者
が

「
こ

こ
に

来
れ

ば
新

し
い

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
感

じ
､

「
よ

り
深

い
知

識
を

得
た

い
」

と
い

う
き

っ
か

け
が

生
ま

れ
る

よ
う

な
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
図

書
館

と
す

る
。

例
え

ば
、

図
書

・
雑

誌
等

に
加

え
て

、
各

種
メ

デ
ィ

ア
も

充
実

す
る

た
め

、
そ

れ
ら

を
複

合
的

に
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
し

い
発

見
や

、
探

究
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
生

ま
れ

、
よ

り
深

い
知

識
へ

と
導

か
れ

る
こ

と
に

な
る

｡

人
が

集
い

、
文

化
的

な
活

動
や

交
流

か
ら

‘知
る

楽
し

さ
’を

体
感

す
る

｢
機

会
や

場
｣
と

す
る

。
例

え
ば

、
図

書
館

の
情

報
発

信
が

き
っ

か
け

に
な

り
、

自
主

的
な

文
化

活
動

に
つ

な
が

り
、

そ
の

活
動

を
目

に
し

た
来

館
者

が
次

回
の

活
動

に
参

加
す

る
等

、
様

々
な

文
化

的
な

活
動

や
交

流
が

生
ま

れ
、

広
が

る
場

と
す

る
。

｢
石

川
県

立
｣
の

図
書

館
と

し
て

の
個

性
･
特

徴
を

形
成

す
る

も
の

で
あ

り
、

県
内

外
か

ら
の

幅
広

い
利

用
､
特

に
新

た
な

創
造

へ
の

つ
な

が
り

を
期

待
す

る
。

例
え

ば
、

伝
統

工
芸

の
作

品
集

を
ま

と
め

て
見

る
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

伝
統

工
芸

図
案

を
デ

ジ
タ

ル
機

器
で

加
工

す
る

等
､
未

来
に

つ
な

が
る

様
々

な
利

活
用

を
後

押
し

す
る

｡

本
県

の
歴

史
･
郷

土
資

料
に

公
文

書
を

加
え

た
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

整
え

、
各

種
メ

デ
ィ

ア
情

報
を

収
集

･
共

有
す

る
｢
石

川
ア

ー
カ

イ
ブ

(仮
称

)」
を

設
け

、
石

川
の

情
報

を
一

体
的

に
提

供
す

る
｡

日
常

生
活

で
派

生
す

る
課

題
を

自
ら

解
決

し
よ

う
と

す
る

県
民

を
積

極
的

に
支

援
し

、
県

民
の

頼
り

に
な

る
パ

ー
ト

ナ
ー

と
な

る
｡

学
び

や
議

論
の

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

､
知

的
好

奇
心

を
リ

ー
ド

す
る

情
報

機
器

を
提

供
し

、
自

由
な

創
造

活
動

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
県

民
の

未
来

の
夢

･
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

創
る

パ
ー

ト
ナ

ー
と

な
る

。

こ
れ

ま
で

掲
げ

て
き

た
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

や
新

た
な

図
書

館
像

を
実

現
す

る
た

め
の

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

｢
建

築
、

図
書

･
資

料
、

人
材

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
｣
を

し
っ

か
り

と
整

え
、

総
合

的
に

力
を

発
揮

し
、

文
化

立
県

･
石

川
を

支
え

、
石

川
の

知
と

文
化

の
象

徴
的

な
存

在
と

な
る

｡
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4.2. 新たな図書館像 1 「知的な活気と賑わいに溢れたアクティブな図書館」 

4.2.1. 基本方針 1-1 「多様な知に出会う場」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 様々な情報を複合的に提供 

① 県民の多様なニーズに応えるため、図書・雑誌・資料やデータベース、デジタル化

した資料、視聴覚資料、実物等を幅広く収集・提供することとし、特定のテーマに

ついては、各種メディアの情報を複合的に得ることが出来るよう、工夫をします｡ 

機能例 

 伝統工芸のコーナーでは、図書や専門の雑誌だけではなく、図案資料や創作

過程の動画、実物(工芸品等)等が置いてあり、様々な角度から創作のインス

ピレーションを得ることができる｡ 

 スピーチのアイディアを求め来館。関連した図書や最新の雑誌、新聞のデー

タベース、動画等を活用し、様々な視点からスピーチを組み立てる｡ 

 子どもが夏休みの自由研究のアイディアを求め来館。流行の研究分野の図書

や雑誌、「司書による夏休みの自由研究教室のお知らせ」が置いてあり、館内

のＩＣＴ機器を用い、親子で自由研究を仕上げる｡ 

 ユネスコ無形文化遺産（あえのこと、青柏祭の曳山行事）や日本遺産（キリ

コ祭り、小松の石）等を紹介する企画コーナーがあり、地域の歴史の図書や

地元発行の情報誌･ポスター､インターネットでの観光情報､産品､動画等を見

ることができる｡ 

② 各分野の専門機関･専門家､県内文化施設等の情報についても、図書館を通じたアク

セスが出来るよう、幅広く収集し､一体的に提供する工夫をします｡ 

③ 児童コーナーの図書等を充実するとともに、各種メディアを活用した親子が楽しめ

利用者が「ここに来れば新しいことを知ることができる」と感じ､「より深い知識

を得たい」というきっかけが生まれるような各種メディアからの情報を得ることがで

きるハイブリッド図書館とします。 

例えば、図書・雑誌等に加えて、各種メディアも充実するため、それらを複合的に

結びつけることで、新しい発見や、探究へのモチベーションが生まれ、より深い知識

へと導かれることになる「多様な知に出会う場・知のゲートウェイ」であり、そのた

めの機能・空間を整えます。 

主な機能の方向性 
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る機能を備えます。また、子どもやその保護者も快適に過ごせる施設・設備等とし

ます。 

機能例 

 児童コーナーと子育てコーナーの一体的な配置、おはなしの部屋、 

読書ふれあい空間、子ども用トイレ・授乳室等 

 

(2) 居心地がよい空間 

① 来館者の様々なニーズに応じた環境を設けます。 

② 閲覧室では、キャレル席（個人席）やソファ・テラス席等、様々な種類の座席を組

み合わせ、十分な席数を確保し、利用者に提供します｡ 

③ 適度な会話が可能な閲覧室に加え、静寂な部屋、グループ活動室等を設け、様々な

スタイルでの環境を提供します｡  

 

(3) 情報への快適なアクセス 

① 開架図書等については、来館者が容易に図書を探せる・図書に出会えるように低層

や高層の書架の組み合わせや配置に工夫を凝らします｡また、図書の見せ方を工夫し、

図書を探しやすい場づくりを行います｡ 

② 閉架図書等については、集密書庫等により高い収蔵能力を確保するとともに、また､

図書の利用頻度も考慮して、自動化書庫や公開書庫を活用する等､来館者が図書等に

容易に短時間でアクセスできる環境を整えます｡ 

③ 情報ネットワークアクセス環境については、持ち込みのノートパソコンやタブレッ

ト等も利用できるように、インターネット環境を整備すると共に、利用者への情報

端末の館内貸出も検討します｡ 

④ 様々な情報にアクセスしやすいよう、横断的に検索できるシステムについて検討し

ます｡ 

⑤ 高齢者や障がいのある方､外国人等を含め､県民及び国内外からの訪問者が利用しや

すい環境となるよう、情報提供の在り方､施設･設備等について検討します｡ 

 

(4) 最新のシステム導入 

自動貸出機等の導入による迅速な図書の貸出や、使いやすい図書検索、図書等の保

護管理のためのシステム等を検討します｡  
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4.2.2. 基本方針 1-2 「文化活動・交流の『知と情報のひろば』」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 幅広い分野の講座･セミナー･教室･ワークショップ等、多彩なイベントの開催 

① 文字によらない‘知との出会い’として、いつも何かをやっている図書館として日

常的にイベントを開催し、賑わいを創出します｡ 

    機能例 

 知的なメッセージ性があるイベント、来館してみたくなるイベント、図書と

リンクさせた図書館ならではのイベント等を企画する。 

② 大学や専門機関等と連携し、子育てをはじめ、健康･ビジネス･くらしの法律等、県

民が抱えるライフステージ上の課題をテーマとした講座等や相談会を開催し、かつ

図書の利用と関連づける等、図書館としての機能を活かし、関係機関等との相互利

用につながる企画を行います｡ 

③ 石川の文化を発信するため、兼六園周辺文化の森の県内文化施設等の企画と連動し

たギャラリートーク等各種イベントの開催や、情報の収集･提供･発信を行います｡  

④ 大学生や高校生を含めた幅広い県民に開かれた場として、文化活動・交流の舞台と

し、その活動や交流を支援します｡ 

⑤ 視聴覚資料等の鑑賞の機会を提供するとともに、関連した図書等を紹介することで

さらに興味を深める等、各種メディアを結びつけた情報の提供を企画します｡ 

 

(2) 様々な目的に応じた利用ができる空間 

① 屋外空間と一体的な利用ができる屋内広場、多目的ホール、交流ルーム(研修室)、

映像資料の上映会も可能なスペースといった多様な空間を設けます｡ 

② 様々な活動が来館者の目に入り興味が生まれ、フレキシブルな利用ができる空間と

します（可動式の間仕切りや照明の設置等）。 

 

「知と情報のひろば」は、人が集い、人の文化的な活動や交流から‘知る楽しさ’

を体感する｢機会や場｣とします。 

例えば、図書館の情報発信がきっかけになり、自主的な文化活動につながり、その

活動を目にした来館者が次回の活動に参加する等、様々な文化的な活動や交流が生ま

れ、広がる場とします。  

主な機能の方向性 
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(3) 知的な刺激を誘発する場、飲食の場 

① 図書館･県内文化施設･専門機関の各種情報を、様々な方法で周知します。また図書

館が所蔵する貴重な絵図･資料や、県民のメディア芸術作品の展示等、知的な刺激を

誘発する工夫をします｡ 

② 来館時の憩いや語らい等の場として、飲食できる場（カフェ等）を設けます｡  

    

(4) 文化活動･交流の企画 

話題となっている事柄や県民の関心の高い事柄の情報を感度高く集め、｢人と人､人と

情報｣の相互作用や触発の連鎖により、今後の展開が拡大･高度化していくような視点で、

実施方法等を企画します｡  

 

4.3. 新たな図書館像 2 「石川の豊かな文化・歴史の未来への懸け橋となる図

書館」 

4.3.1. 基本方針 2-1 「石川らしさの継承･創造･発信」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 石川コレクション（仮称）の形成 

伝統文化および里山里海の生物文化多様性に関し、過去から現在まで、官民、形態（例.

友禅の小紋、下絵集、写真集等）を問わず、県内外から広く図書・資料等を収集し、全

国でも突出した「石川コレクション(仮称)」の形成を図ります｡ 

 

(2) 情報提供･県内外への発信 

① 新図書館を特徴づける石川コレクション（仮称）にふさわしい専用のコーナーを設

け、各種メディアの情報を一体的に得ることが出来るような工夫をします。 

 

石川コレクション（仮称）は、｢石川県立｣の図書館としての個性･特徴を形成する

ものであり、県内外からの幅広い利用､特に新たな創造へのつながりを期待するもの

です。 

例えば、伝統工芸の作品集をまとめて見るとともに、デジタル化された図案を最新

のデジタル機器で加工する等、図書・資料等が単に置いてあるだけではなく、未来に

つながる様々な利活用を後押しし、関連する図書・資料等の収集・保存、サービス体

制等を整備します｡ 

主な機能の方向性 
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機能例 

 伝統工芸品の実物展示、里山里海の映像等の放映等 

② 価値や希少性の高い資料はデジタル化等により保存し、より多くの人が利用出来る

よう、館内での利用や、インターネットによる公開等を行います｡  

③ 石川コレクション（仮称）の存在を県内外に周知し、県民に分かりやすい形で提供

するとともに、研究や創作等のための来館や活用を促します｡  

 

(3) 利用・創造の後押し 

① 実施にあたっては、大学や専門機関等と連携し、各分野の専門家とチームを組んで

企画･実施します｡ 

② 様々な用途での利用･創造を後押しするため、活用事例の提案やそれに関連したイベ

ント等を実施します。 

 機能例 

 情報のアトリエで、伝統工芸の図案を自分なりに色付けする等の体験型講座を

開催、学校･学級単位での利用、子どもの夏休みの研究のサポート等 

 

4.3.2. 基本方針 2-2 「石川に関する情報のワンストップサービス」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 石川に関する情報の収集・保存、一体的な提供 

① 新たに公文書館の機能を備え、貴重な歴史・郷土資料等と公文書のワンストップサ

ービスを整えます。 

   機能例 

 図書館資料と公文書を同じ場所で閲覧･レファレンスできる/同一のシステム

で検索できる 

本県の歴史･郷土資料に公文書を加えたワンストップサービスを整えます。各種メ

ディア情報を収集･共有する｢石川アーカイブ(仮称)」を設け、石川の情報を一体的に

提供します｡ 

例えば、過去の郷土資料から白山の雪形（残雪模様）に興味を持ち、県民の投稿し

た各年代の同じ地点の写真を比較・その研究成果を投稿する等の、過去と現在をつな

げ、後世に継承しようとする活動を後押しし、そのための図書・資料等の収集・保存、

サービス体制等を整備します。 

主な機能の方向性 
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② 過去から現代まで、石川県に関する歴史・郷土資料、各種メディア情報（写真素材、

石川に縁のある映画等）を幅広く収集・登録し、整理をした上で、県民に分かりや

すい形で提供します。また、デジタル化したものは石川コレクション(仮称)を含め、

広く公開する「県民参加型・共有型の『石川アーカイブ(仮称) 』｣を構築します。 

③ 研究者のみならず、より多くの人の利用や理解につながるような情報提供の在り方

を検討します｡ 

機能例 

 貴重書を象徴的に展示し、時代背景の説明やストーリー性のある紹介等を行

う｡ 

 現代の地図情報と江戸時代の地図をリンクさせて表示し、江戸時代の風景が３

次元で浮かび上がるようなアプリケーションを開発する｡ 

 古文書については目録を作成し、内容が分かるように提供する。 

④ 開架や展示スペースを充実するとともに、図書・資料等を利用しやすいよう、グル

ープでの調べものや、大型の資料を広げられるような工夫をします｡ 

⑤ これらの図書・資料等を後世に継承するため、保存のためのデジタル化や補修の在

り方等を検討し、必要書庫・設備を導入します｡ 

 

4.4. 新たな図書館像 3 「県民のパートナーとして共に成長する図書館」 

4.4.1. 基本方針 3-1 「県民の課題解決の支援サービス」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 各種サービスを有機的に結びつけサポート 

① 子育てをはじめ、健康･ビジネス･くらしの法律等、時代の変化にも合わせながら、

図書･資料等のほか、専門機関・専門家の各種情報を収集し、調査･相談（レファレ

ンスサービス）に応じます｡ 

日常生活で派生する課題（多くの県民に共通）を自ら解決しようとする県民を積極

的に支援し、県民の頼りになるパートナーとなります｡ 

例えば、少子化が進行する中、子育てで生じる様々な「知りたい」欲求を的確に解

消するため、各種サービスを総合的に提供し、気軽に訪れやすい図書館の特性を活か

し、子育ての不安を減らしていきます。課題は時代とともに変化することから、パー

トナーとしての図書館も成長するため、変化に対応する体制を整えます。 

主な機能の方向性 



 

20 

② 大学や専門機関等と連携･協力し、専門的な知識を持っている人や機関を的確に紹介

（レフェラルサービス）できる体制を構築するとともに、相互利用につながる企画

等を実施します（講演会、相談会等の実施）｡ 

③ ネットワークを生かして各大学等の専門家とテーマ毎のチームを組んで、県民の諸

課題に対応します｡ 

④ 利用者が気軽に相談できるような環境をつくり、図書･資料等と調査･相談(レファレ

ンスサービス)、紹介(レフェラルサービス)を組み合わせ、課題解決の的確な道案内

を行います｡ 

 

4.4.2. 基本方針 3-2 「県民の知的創造活動の支援サービス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 学びの環境の提供 

適度な会話が可能な通常の閲覧席とは別に、集中した読書･勉学･研究等を行う静寂を

保った部屋や、会話しながら活用できるグループ活動室等、利用形態に合わせた機能・

空間を設けます。 

 

(2) 情報機器の活用環境の提供 

① 自由な創造活動を支援するため、オーサリング(編集)やデジタルファブリケーショ

ン(制作)のための機能・空間(３Ｄプリンター等）を設けます｡ 

② 大学や専門機関等と連携し、情報機器活用のサポート体制を整えるとともに、活用

講座の開催等を行います｡ 

③ 新たな創造のきっかけになるよう、生み出された成果物を事例として蓄積･公開しま

す｡ 

 

学びや議論の環境を整えるとともに、知的好奇心をリードする情報機器を提供し、

自由な創造活動を支援することで、県民の未来の夢･新しいライフスタイルを創るパ

ートナーとなります。 

例えば、図書館の資料をもとにグループ活動室で議論し、その結果をデジタルファ

ブリケーション(制作)で作品化する等、知的に何かを生み出す活動を支援し、そのた

めのサービスや空間等を整備します｡  

主な機能の方向性 
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4.5. 新たな図書館像４ 「知と文化の象徴としての図書館」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5.1. 基本方針 4-1 「魅力的な建築」 

(1) 時代を超えて評価される内外観 

① 石川がこれまで紡いできた風土や文化をふまえ、石川だからこそ生まれる美しさを

デザインとします｡ 

② 多くの人を惹きつけ、長きにわたって評価され、記憶に残るシンボル性を有するも

のとします。 

 

(2) 居心地がよく・快適な空間 

① 館全体として開放的で快適性を備え、適度な会話が可能な閲覧室、静寂な部屋、グ

ループ活動室等、音の階層性を考慮し、利用者の目的や気分に合わせて最適な｢居場

所｣が見つかる多様な環境を整備します｡ 

② 将来を含め、多様な利用形態にフレキシブルに対応できる柔軟性を備えた空間構成

とします｡ 

 

(3) 外部･アクセス 

① 来館者の憩いの場となる緑地を設け、館内からも石川の四季の移ろいを感じること

ができるようにします。また、文化活動･交流を生み出すような屋外空間の活用を検

討します｡ 

② 全県からのアクセスに対応して広い駐車場を整備し、公共交通(バス)やその他交通

手段で来館される利用者にも配慮した施設とします｡  

 

 

これまで掲げてきた基本コンセプトや新たな図書館像を実現するためのインフラ

としての｢建築、図書･資料、人材、ネットワーク｣をしっかりと整え、総合的に力を

発揮し、文化立県･石川を支え、石川の知と文化の象徴的な存在とします。 

具体的には、魅力的な建築、質･量ともに豊富な図書･資料等の所蔵、企画能力のあ

る職員を有する県立図書館が、県内文化施設や市町立図書館とのネットワークの要と

なり、各機関等を有機的に結び付け、実現していきます｡ 

主な機能の方向性 
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(4) 基本的な環境･性能 

① 閲覧室の自然光への対策等のほか、石川の気候を考慮し、自然条件に適応した環境

性能を有するものとします。  

② 高齢者や障がいのある方、児童等の利用に支障がないようユニバーサルデザイン等

を施します｡ 

③ 災害時の安全確保・周辺環境に配慮するとともに、ライフサイクルコストの低減等

の環境負荷が少なく、維持管理の経済性を考慮したものとします｡ 

④ 利用者も使いやすく、職員も働きやすい動線となるよう工夫します｡ 

 

4.5.2. 基本方針 4-2 「充実した図書･資料、人材、ネットワーク」  

(1) 豊富な図書･資料等の所蔵 

県域の知的社会基盤としての県立図書館にふさわしい幅広い蔵書構成を目指すべく、

多様な図書・雑誌・新聞やデータベース等の資料を多様にかつ体系的に収集･整理･保存

します。また、開架図書を充実させるとともに、書庫についても長期にわたって資料を

保存・管理できるよう書庫ゾーンを十分に確保します｡ 

(2) 多様な人材・能力の向上 

① 多様な人材を拡充するとともに、新たなサービス開始に向け、キュレーション能力

向上の研修、リエゾンライブラリアンとしての専門分野の研修、アーキビストとし

ての研修等の充実について検討します｡ 

② 子育て支援など新たなサービス等の検討に向け、職員が新たな企画を担当すること

や、各テーマの専門家とチームを組む中でリエゾン能力を獲得する等により、これ

らの能力を高めていきます｡また、図書館で行われている活動等について、企画力を

強化するとともに、広く周知するための広報体制を充実させます。  

 

(3) 連携・ネットワーク 

大学や専門機関等と分野毎に連携関係を構築し、「テーマ毎の専門家によるチーム」

の組成を進めます｡ 

 

(4) 県内文化施設とのネットワーク 

県内文化施設と絶えず情報交換を行い、図書館から県内文化施設の情報を発信すると

ともに、図書館と文化施設の資源を有機的に結びつけ、相互の利用促進につなげる等、

図書館がハブとなった文化施設とのネットワークを構築します｡ 
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(5) 県内図書館とのネットワーク 

① 県立図書館がモデルとなり、新サービスに取り組み、県内の市町立図書館へも展開

します｡ 

② 市町立図書館の人材の研修の場となり、職員のスキルのレベルアップに貢献します｡ 

③ 市町立図書館では購入が難しい専門書等も幅広く揃え、レファレンス・相互貸借・

選書の参考等の役割に応え、高度化・多様化する県民ニーズに対応します｡ 

④ 市町立図書館、大学・専門図書館、学校図書館と協同しながら、所蔵資料を結ぶレ

ファレンス･横断検索と相互貸借の物流を強化し、資料の広域利用を促進します｡ 

   機能例 

 県内の大学等図書館との横断検索や相互貸借の対象を拡げるよう協議・検討を

進める｡ 

 学校図書館のニーズに応え、ふるさと石川の未来を担う人材教育をバックアッ

プする｡ 
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第 5 章 施設計画 

5.1. 整備方針 

5.1.1. エリア構成・各エリアの考え方 

｢基本方針｣や｢主な機能の方向性｣を踏まえ、施設全体の基本的な構成は、以下の４つのエ

リアを想定しています。 

なお、施設全体として、基本方針 4-1 の主な機能の方向性で示すように、「時代を超えて評

価される内外観」、「居心地がよく・快適な空間」とするとともに、「自然条件に適応した環境

性能」「ユニバーサルデザイン等」「災害時の安全確保・周辺環境への配慮」「環境負荷が少な

い」「維持管理の経済性」「利用者も使いやすく、職員も働きやすい動線」など、基本的な環

境・性能を確保します。 

 

[閲覧エリア] 

一般閲覧スペース 

適度な会話が可能であるとともに、様々な種類の座席を組み合わせ、利用者に提供しま

す。また、各種メディアの情報を複合的に提供するとともに、来館者が容易に図書を探せ

る・図書に出会えるように低層や高層の書架の組み合わせや配置に工夫を凝らします。〔基

本方針 1-1〕 

児童コーナー 

各種メディアを活用した親子が楽しめる機能を備え、子どもやその保護者も快適に過ご

せる施設・設備等とします（例.児童コーナーと子育てコーナーの一体的な配置、おはなし

の部屋、読書ふれあい空間、子ども用トイレ・授乳室等）。〔基本方針 1-1〕 

石川コレクション(仮称)コーナー 

新図書館を特徴づける石川コレクション（仮称）にふさわしい専用のコーナーを設け、

各種メディアの情報を一体的に得ることが出来るような工夫をします（例.伝統工芸品の実

物展示、里山里海の映像等の放映等)｡[基本方針 2-1] 

石川に関する情報のコーナー 

新たに公文書館の機能を備え、貴重な歴史・郷土資料等と公文書のワンストップサービ

スを整えます(例.同じ場所での閲覧･レファレンス/同一の検索システム) ｡ 

研究者のみならず、より多くの人の利用や理解につながるような情報提供の在り方を検

討します。 

開架や展示スペースを充実するとともに、図書・資料等を利用しやすいよう、グループ

での調べものや、大型の資料を広げられるような工夫をします｡[基本方針 2-2] 
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[知と情報のひろば、情報のアトリエのエリア] 

屋内広場、多目的ホール、交流ルーム等 

屋外空間と一体的な利用ができる屋内広場、多目的ホール、交流ルーム(研修室)、映像資

料の上映会も可能なスペースといった多様な空間を設けます｡ 

様々な活動が来館者の目に入り興味が生まれ、フレキシブルな利用ができる空間としま

す(例.可動式の間仕切りや照明の設置等）｡ 

来館時の憩いや語らい等の場として飲食できる場（カフェ等）を設けます。〔基本方針 1-2〕 

学びの活動スペース 

適度な会話が可能な通常の閲覧席とは別に、集中した読書･勉学･研究等を行う静寂を保

った部屋や、会話しながら活用できるグループ活動室等、利用形態に合わせた機能・空間

を設けます｡[基本方針 3-2] 

創造の活動スペース 

自由な創造活動を支援するため、オーサリング(編集)やデジタルファブリケーション(制

作)のための機能・空間(例.3Ｄプリンター等）を設けます｡[基本方針 3-2] 

 

[書庫エリア] 

集密書庫等により高い収蔵能力を確保するとともに、また､図書の利用頻度も考慮して、

自動化書庫や公開書庫を活用する等､来館者が図書等に容易に短時間でアクセスできる環

境を整えます｡[基本方針 1-1] 

石川に関する図書・資料等を後世に継承するため、保存のためのデジタル化や補修の在

り方等の検討、必要書庫・設備を導入します｡[基本方針 2-2] 

書庫についても長期にわたって資料を保存・管理できるよう書庫エリアを十分に確保し

ます｡[基本方針 4-2] 

 

※書庫の構成(書庫のタイプ)は、設計作業において検討します。 

 

[事務管理・共用部エリア] 

事務室・作業室・倉庫等 

廊下・階段・機械室等 

職員も働きやすい動線となるよう工夫します｡[基本方針 4-1] 
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5.2. 収蔵能力 

5.2.1. 開架冊数の設定 

図書の開架に関しては、｢主な機能の方向性｣で、以下のように示しています。 

〔基本方針 1-1〕 

 県民の多様なニーズに応えるため、図書・雑誌・資料やデータベース、デジタル化

した資料、視聴覚資料、実物等を幅広く収集・提供します。 

 児童コーナーの図書等を充実します。 

〔基本方針 2-1〕 

 伝統文化および里山里海の生物文化多様性に関し、過去から現在まで、官民、形態

（例.友禅の小紋、下絵集、写真集等）を問わず、県内外から広く図書・資料等を収

集し、全国でも突出した「石川コレクション(仮称)」の形成を図ります。 

〔基本方針 4-2〕 

 開架図書を充実させます。 

上記の方向性を踏まえ、閲覧エリアにおける開架冊数を「約 30 万冊」と設定します。 

 

 

 

 

 

 

5.2.2. 書庫の収蔵能力の設定 

書庫に関しての｢主な機能の方向性｣は、「書庫エリア」の記載部分で示しております。また、

現在(平成 28 年 3 月時点)、蔵書約 81 万 6 千冊のうち、閉架書庫には、約 70 万冊を所蔵し

ています。他方で、平成 27 年度の購入図書は約 1 万 2 千冊ですが、石川コレクション(仮称)

をはじめとした幅広い図書･資料等を収集することに加えて、新たに公文書館機能も備えるこ

とから、開館後 50 年程度先の図書・資料等の収集を見据え、書庫エリアの収蔵能力を   

「約 200 万冊」と設定します。 

 

 

 

  

〔参考〕 

・現在の県立図書館の開架冊数 10.6 万冊 

・過去 20 年間に新規に開館した都道府県立図書館(6 館)の開架冊数 

岡山約 30 万冊、福井約 30 万冊、宮城約 30 万冊、奈良約 25 万冊、 

岩手約 16 万冊、山梨約 15 万冊 

〔参考〕 

・現在の県立図書館の書庫の収蔵能力 約 75 万冊 

・過去 20 年間に新規に開館した都道府県立図書館(6 館)の書庫の収蔵能力 

岡山約 200 万冊、福井約 160 万冊(公文書含む)、岩手約 140 万冊、 

宮城約 120 万冊、奈良約 100 万冊(公文書含む)、山梨約 100 万冊 
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5.3. 施設規模等 

5.3.1 施設規模 

これまで示してきた「主な機能の方向性」「収蔵能力」等を実現するための各エリアの概ね

の規模を以下のように設定します。（具体的には、設計での作業を踏まえ決定します。） 

エリア 内 容 規 模 
主に関係す

る基本方針 

閲覧エリア 

（開架約 30

万冊） 

（閲覧席数

約 500 席） 

 

○一般閲覧スペース 

・主な設備、利用環境等 

-インターネット環境 

-自動貸出機等、使いやすい図書検索、図書等の

保護管理のためのシステム等 

-県民参加型･共有型の｢石川アーカイブ(仮称)｣ 

-貴重書等を、多くの人の利用や理解につながる

ように情報提供 

○各種コーナー（児童、石川コレクション(仮称)、石

川に関する情報、課題解決支援） 

○その他、展示等のスペース 

5,000 ㎡ 

程度 

＋展示等の

スペース 

 

1-1) 

2-1) 

2-2) 

3-1) 

4-1) 

4-2) 

知と情報のひ

ろば、情報の

アトリエの 

エリア 

○屋内広場、飲食できる場 

○多目的ホール、交流ルーム、映像資料の上映会も可

能なスペース 

・主な設備、利用環境等 

-日常的なイベントの開催、県民の活動の舞台 

-県民が抱えるライフステージ上の課題をテー

マとした講座等や相談会の開催 

-文化施設等の各種情報を、様々な方法で周知 

○学びの活動スペース、創造の活動スペース 

・主な設備、利用環境等 

-集中した読書･勉学･研究等を行う静寂な部屋

や、会話しながら活用するグループ活動室等 

-オーサリング(編集)やデジタルファブリケー

ション(制作)のための機能・空間 

2,000 ㎡ 

程度 

 

 

 

 

 

1-2) 

3-2) 

4-1) 

書庫エリア 

(約 200 万冊

収蔵) 

○一般書庫 

・集密書庫等により高い収蔵能力を確保（書庫の構

成は、設計作業において検討） 

○貴重書庫･資料保管庫･公文書等の一時保管庫 

5,000 ㎡ 

以内 

1-1) 

2-2) 

4-1) 

4-2) 

事務管理・ 

共用部エリア 

○事務室・作業室・倉庫等 

○廊下・階段・機械室等 

 
4-1) 

4-2) 

合 計 19,000 ㎡程度 

 

※「閲覧エリア」と「知と情報のひろば、情報のアトリエのエリア」との関係については、

第３章 3.5.利用者視点での図書館での活動(アクティビティ)イメージを参照 
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5.3.2 敷地利用 

敷地利用に関して、「主な機能の方向性」では、以下のように示しています。 

 来館者の憩いの場となる緑地を設け、館内からも石川の四季の移ろいを感じることがで

きる。また、文化活動･交流を生み出すような屋外空間の活用を検討します｡ 

 全県からのアクセスに対応して広い駐車場を整備し、公共交通(バス)やその他交通手段

で来館される利用者にも配慮した施設とします｡[基本方針 4-1] 

 

上記の方向性を踏まえ、駐車場等の概ねの規模を以下のように設定します。 

 駐車場約 400 台（一部は、広場としての利用も可能となるよう、舗装等の工夫を検討

します。） 

 その他の緑地、車両の停車スペース(例.ロータリー)、駐輪場などの機能の規模等は、設

計の作業において検討します。 

 

〔参考〕現県立図書館の規模等との比較 

 新県立図書館 現県立図書館 

延床面積 19,000 ㎡程度 8,461 ㎡ 

開架冊数 約 30 万冊 約 10.6 万冊 

閲覧席数 約 500 席 73 席 

書庫(収蔵能力) 約 200 万冊 約 75 万冊 

駐車台数 約 400 台 32 台 
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5.4. 移転予定地（金沢大学工学部跡地）の状況 

5.4.1. 概要 

移転予定地である金沢大学工学部跡地の概要は以下の通りです。 

所在地 金沢市小立野 2 丁目 933 

面 積 83,902 ㎡ 

位 置 別紙のとおり 

土地利用の経緯  

大正 09 年  金沢高等工業学校(金沢大学工学部の前身）が開校 

昭和 19 年  金沢工業専門学校に改称 

昭和 24 年  金沢大学工学部となる 

平成 16 年  角間キャンパスへの移転開始 

平成 19 年  角間キャンパスへの移転完了 

平成 23 年  金沢大学工学部跡地利活用検討委員会とりまとめ 

       「文教地区に相応しい公共が関わるべき利活用を図るべき」、「山側環状からの工

学部跡地へのアクセス改善に向けた方策を検討すべき」 

＜金沢大学が建物撤去等実施(平成 26 年 3 月～平成 28 年 1 月)＞ 

平成 26 年  金沢市が重点戦略計画を策定 

        (金沢美術工芸大学の工学部跡地への移転を検討）  

平成 28 年  県が長期構想を策定（県立図書館を工学部跡地に移転･建替） 

建設予定地について  

・工学部跡地内を通り、小立野通りと山側環状を結ぶアクセス道路を整備  

・県は道路北側（約 3.4ha）、金沢市は道路南側（約 4.7ha）を取得予定 
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5.4.2. 周辺の状況・アクセス等 

移転予定地周辺の状況・アクセス等は以下の通りです。県内全域から良好なアクセスが期待

できます。 

住 宅 工学部跡地周辺は住宅用地が多く、田上地区では近年、住宅地が形成され、人口も増加中 

文化歴史・ 

自然 

・兼六園周辺文化の森(美術館や博物館など）の所在する地域に隣接する地域 

・前田家に縁のある天徳院など小立野寺院群が近隣に存在  

・風致地区に囲まれており、辰巳用水が隣接 

施設等 

 <文教関連> 

・周辺には、小学校、中学校、高校、金沢美大、金沢大学(宝町､鶴間キャンパス)等がある  

・半径 5km 程度の山側環状周辺に、金沢大学(角間キャンパス）、金沢工業大学、金沢星稜大

学、北陸大学、金沢学院大学、北陸学院大学をはじめとする高等教育機関が立地  

<商業関連> 

・金沢湯涌福光線(小立野通り）に商業施設が立地するほか、山側環状線沿いには大型ＳＣ、

ホームセンター等が立地  

<その他> 

・医療施設：金沢大学附属病院、金沢医療センターが小立野通りに立地  

・子ども交流センター(プラネタリウム）が犀川対岸に立地 

アクセス 

 <車> 

・山側環状道路…能登方面はのと里山海道白尾ＩＣ、加賀方面は加賀産業開発道路と接続  

・小立野通り…金沢市中心部からのアクセス  

<公共交通> 

・金沢駅から約 20 分～30 分(バス)日中 1 時間に約 4～5 本  

・中心市街地(香林坊)から 15 分程度(バス)日中 1 時間に約 2～4 本 
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第 6 章 整備スケジュール 

新県立図書館の整備については、平成 29 年度に基本設計に着手し、その後、実施設計、工

事という段階を経て進めていきます。 

 

建物の工期等の具体的なスケジュールは、設計の作業において検討しますが、現段階では、

新図書館の建物の設計から完成までには、概ね 5 年程度を見込んでおります。 

H29 年度      基本設計 

H30 年度      実施設計 

H31～ 3 年程度   工事・移転等 

 

上記整備と並行して、ソフト面の整備（幅広い蔵書構成を目指した図書等の計画的な収集、

多様な人材の拡充、職員の各種能力向上に資する研修、大学等との分野毎の連携関係の構築、

その他新たなサービスの準備など）を進めていきます。 
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新石川県立図書館基本構想検討委員会の設置と経過 

 

設置経緯： 現在の県立図書館は、昭和 41 年 5 月に建設され、老朽化・狭隘化が著しい上

に、耐震基準を満たしていないとの診断結果が出ており、また、図書館として

の機能や利用上の課題が顕在化していた。 

このため、平成 28 年 3 月に策定された新たな石川県長期構想において、本県

の中核図書館として機能や施設の充実を図るため、金沢大学工学部跡地に移

転・建替することが明記され、これを踏まえ、新たな図書館の整備の指針とな

る基本構想の策定に向け、平成 28 年 8 月に新石川県立図書館基本構想検討委員

会を設置した。 

 

設置目的：基本構想に関する事項の検討 

委  員：10 名（委員名簿参照） 

経  過：①平成 28 年 8 月 8 日（火） 第 1 回 

議題：公立図書館・都道府県立図書館の動向、石川県立図書館の沿革と現状

及び金沢大学工学部跡地の状況について 

 

②平成 28 年 11 月 30 日（水） 第 2 回 

議題：第 1 回検討委員会での主なご意見等と事例紹介、公文書館機能につい

て、及び生涯学習機能について 

 

③平成 29 年 2 月 8 日（水） 第 3 回 

議題：新石川県立図書館基本構想中間とりまとめ案について  

 

④平成 29 年 3 月 27 日（月） 第 4 回 

議題：新石川県立図書館基本構想（最終案）について 
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新石川県立図書館基本構想検討委員会 委員名簿 

 

 

（以下１０名） 

植松 貞夫  跡見学園女子大学文学部教授 

田村 俊作  慶應義塾大学名誉教授 

竺 覚暁     金沢工業大学ライブラリーセンター館長 

能木場 由紀子  石川県婦人団体協議会会長 

東四柳 史明   金沢学院大学名誉教授 

福光 松太郎  金沢経済同友会副代表幹事 

福森 義宏  金沢大学理事（企画評価ほか）・副学長・附属図書館長 

松澤 照男  北陸先端科学技術大学院大学理事（教育担当）・副学長・附属図書館長 

幽経 華菜子   石川県ＰＴＡ連合会副会長 

吉野 輝子  石川県青年団協議会会長 

 

（五十音順・敬称略） 
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新石川県立図書館基本構想検討委員会 設置要綱 

 

（設 置） 

第１条 新しい県立図書館の基本構想を策定するため、新石川県立図書館基本構想検討委員会

（以下、「委員会」という。）を設置する。 

 

（活動内容） 

第２条 委員会は、基本構想に関する事項について、検討を行うものとする。 

 

（組 織） 

第３条 委員会の委員は、図書館に関する専門的な見識を有する者等で構成する。 

２ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がその職務を代理する。 

 

（会 議） 

第４条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、出席を求め、意見を

聴取することができる。 

 

（事 務 局） 

第５条 委員会の事務局は、石川県企画振興部企画課内に置く。 

 

（そ の 他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は事務局が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２８年８月８日から施行する。 
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「建築から見た図書館」植松貞夫委員長説明資料 
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絶
滅

危
惧

種
か


図

書
館

は
知

識
伝

達
の

場
→

 伝
達

媒
体

が
紙

の
図

書

→
 そ

の
た

め
の

場
所

＝
図

書
「

館
」

が
つ

く
ら

れ
て

き

た
→

 電
子

媒
体

（
ぺ

ー
パ

ー
レ

ス
）

に
転

換

→
 2

0
0
0
年

に
は

「
利

用
者

は
図

書
館

に
行

く
必

要
は

も
は

や
な

く
な

っ
て

い
る

」
（

F.
W

.ラ
ン

カ
ス

タ
ー

『
紙

か
ら

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

へ
図

書
館

・
本

の
行

方
』

1
9
8
2
年

）


（

2
0
0
0
年

以
降

）
S
T
M

（
科

学
・

工
学

・
医

学
）

領
域

の

学
術

雑
誌

の
多

く
は

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
化

さ
れ

、

利
用

者
は

大
学

図
書

館
に

行
く

必
要

は
な

く
な

っ
た

。
1
8

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

図
書

館
＝

電
子

図
書

館
と

は

利
用

者
自

宅
P
C

認
証

の
み

電
子

図
書

・
電

子
雑

誌
等

の

出
版

社
（

国
内

、
国

外
）

ベ
ン

ダ
ー

デ
ィ

ス
ト

リ
ビ

ュ
ー

タ

ア
グ

リ
ゲ

ー
タ

図
書

館

1
.

オ
ン

ラ
イ

ン
電

子
図

書
、

電
子

雑
誌

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

提
供

2
.

デ
ジ

タ
ル

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

：
電

子
メ

ー
ル

、
電

子
掲

示
板

利
用

者
P
C

館
内

P
C

購
入

契
約

＝
ア

ク
セ

ス
権

の
購

入

1
9

印
刷

資
料

閲
覧

ス
ペ

ー
ス

職
員

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ

編
集

・
制

作

職
員

印
刷

資
料

閲
覧

ス
ペ

ー
ス

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
利

用
環

境

制
作

、
媒

体
変

換

職
員

こ
れ

ま
で

の
図

書
館

紙
・

印
刷

物
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

電
子

図
書

館
ペ

ー
パ

ー
レ

ス

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ

2
0
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デ
ジ

タ
ル

情
報

社
会


情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

化


時

間
と

距
離

を
超

越
し

た
情

報
の

や
り

と
り


情

報
受

発
信

の
個

人
（

セ
ル

フ
）

化


自

己
判

断
、

自
己

責
任

の
時

代


知

識
社

会
：

情
報

取
得

能
力

に
よ

る
格

差


生

涯
学

習
社

会

2
1

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
公

共
図

書
館


人

口
：

8
3
万

人
都

市
圏

人
口

：
2
3
0
万

人


人

口
の

3
5
％

は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

以
外

か
ら

の
移

民


中

央
駅

を
起

点
に

放
射

状
に

広
が

る
運

河
の

街


中

央
図

書
館

の
他

に
2
5
の

分
館

、
お

よ
び

3
0
の

よ
り

小
規

模
図

書

館
施

設
を

有
す

る
。

全
て

を
１

法
人

で
運

営


公

的
資

金
＋

寄
付

金
＋

収
益

（
カ

フ
ェ

、
展

示
ホ

ー
ル

な
ど

）


中

央
図

書
館


市

内
南

西
部

の
老

朽
化

し
た

建
物

か
ら

、
駅

東
の

再
開

発
地

区
に

移
転

：
移

転
開

館
：

2
0
0
8
年

7
月


設

計
：

ヨ
ー

・
ク

ー
ネ

ン
（

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
内

4
0
者

に
よ

る
コ

ン
ペ

）
2
2

新
館

計
画

に
盛

り
込

ん
だ

事
項

1
.本

や
各

種
資

料
の

た
め

の
充

分
な

ス
ペ

ー
ス

（
開

架
・

閉
架

と
も

）

2
.独

立
し

た
ホ

ー
ル

3
.展

示
ス

ペ
ー

ス

4
.イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
た

め
の

情
報

基
盤

整
備

5
.多

く
の

飲
食

施
設

を
備

え
る

6
.館

内
を

あ
ち

こ
ち

歩
き

回
ろ

う
と

か

長
く

こ
こ

に
い

よ
う

と
思

わ
せ

る
仕

掛
け

2
3

O
B
A
で

は
い

つ
も

何
か

新
し

い
体

験
が

で
き

る

2
4
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課
題

解
決

支
援

に
注

力
す

る
図

書
館


頼

り
に

な
る

図
書

館


「

さ
す

が
」

と
思

っ
て

も
ら

え
る

図
書

館

1
)

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

•
活

字
資

料
と

電
子

的
情

報
源

の
両

方
へ

の
ア

ク
セ

ス
環

境
を

提
供

2
)

人
的

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
（

職
員

の
知

識
と

技
術

）

•
自

動
化

・
機

械
化

•
職

員
の

労
働

環
境

の
高

質
化

（
職

員
の

資
質

向
上

）

3
)

高
水

準
な

情
報

基
盤


行

き
た

く
な

る
図

書
館


県

民
の

「
書

斎
」

「
居

間
」

「
交

流
の

場
」


場

の
機

能
2
5

2
6

こ
れ

ま
で

館
内

は
全

体
と

し
て

静
か

音
の

で
る

活
動

・
う

る
さ

い
を

囲
う

・
排

除
す

る

こ
れ

か
ら

館
内

に
は

全
体

と
し

て
音

が
あ

る

静
け

さ
を

求
め

る
人

を

囲
う

音
が

出
る

静
か

静
粛

適
度

な
ざ

わ
め

き

2
7



 

43 

「公立図書館の動向」田村俊作委員説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
立
図
書
館
の
動
向

2
01
6年

8月
8日

第
1回

新
石
川
県

立
図
書

館
基

本
構

想
検
討
委

員
会

慶
應

義
塾
大
学
名
誉
教
授

田
村

俊
作

1

県
立
図
書
館
と
は

•
「
図
書
館
法
」
（
昭

2
5
法
第

1
1

8
号
）
に
言
う
公
立
図
書
館
の

一
つ

•
法
的
に
は
市
町
村
立
図
書
館
と
区
別
さ
れ
な
い

•
た
だ
し
，
法
第

7
条
の

2
に
基
づ
き
文
部
科
学
省
に
よ
り
告
示

さ
れ
た
「
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」

（
平

2
4
文
科
省
告
示
第

1
7

2
号
）
で
は
，
市
町
村
立
図
書
館

と
は
異
な
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る

2

公
立
図
書
館
の
歩
み
と
，
そ
の
中
で
の

県
立
図
書
館
の
動
向

ど
の
よ
う
な
資
源
を
利
用
し
て
，
ど
の
よ
う
な
価
値
を

産
み
出
し
て
き
た
の
か

公
立
図
書
館
の
歩
み
と
関
係
し
て
，
県
立
図
書
館
に

対
す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か

3

１
．
公
立
図
書
館
の
歩
み

4
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新
潟
県
立
図
書
館

1
.
知
的
な
雰
囲
気
の
空
間
の
活
用
（

1
9

6
0
年
代
ま
で
）

受
験
勉
強
の
場

本
は
限
ら
れ
た
人
の
み
が
利
用

5

2
.
本
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
公
立
図
書
館
の
使
命

（
1

9
6

0
年
代
か
ら

1
9

8
0
年
代
）

本
の
活
用

誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
館
づ
く
り

6

3
.
居
場
所
と
し
て
の
図
書
館
（

1
9

8
0
年
代
か
ら

2
0

0
0
年
代
）

本
＋
空
間
の
活
用

本
の
多
様
な
利
用
を
可
能
に
す
る
居
心
地
の
良
い

図
書
館

石
狩
市
民
図
書
館

7

・
多
様
な
資
料

・
入
り
や
す
く
，
使
い
や
す
い

場
所

・
最
も
親
し
ま
れ
，
よ
く
使
わ
れ
る
公
共
施
設

・
人
び
と
の
図
書
館
イ
メ
ー
ジ

し
き
い
が
低
い
，
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
安
心

こ
れ

ま
で

の
達
成

：
「

ま
ち

の
読
書

施
設

」
と

し
て

の
図

書
館

そ
の
成
果

館
数

年
間
個
人
貸
出
冊
数

1
9

5
5
年

7
7

3
館

1
,6

0
0
万
冊

2
0

1
4
年

3
,2

4
6
館

7
0

,0
0

0
万
冊

（
『
日
本
の
図
書
館
』
（
日
本
図
書
館
協
会

, 1
9

5
2

-
）
に
よ
る
）

8
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4
.
多
様
な
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
（

2
0

0
0
年
代
～

）

本
＋
空
間
＋
職
員
・
関
係
の
活
用

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
領
域
へ
の
入
口
・活
動
拠
点

連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
出

9

２
．
県
立
図
書
館
の
動
向

1
0

1
.
知
的
な
雰
囲
気
の
空
間
の
活
用
の
時
代

（
1

9
6

0
年
代
ま
で
）

県
立
図
書
館
な
ど
の
大
き
な
図
書
館
が
公
立
図

書
館
の
中
心

各
地
で
最
も
古
い
図
書
館
。
規
模
も
大
き
い

参
考
図
書
館
論
（
←
→
通
俗
図
書
館
）

1
1

2
.
本
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
公
立
図
書
館
の
使
命
と

さ
れ
た
時
代
（

1
9

6
0
年
代
か
ら

1
9

8
0
年
代
）

住
民
の
身
近
に
あ
り
，
日
常
的
な
本
の
利
用
の

場
と
な
る
市
町
村
立
図
書
館
こ
そ
が
公
立
図
書

館
の
中
心
，
と
す
る
考
え

資
料
面
で
市
町
村
立
図
書
館
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
県
立
図
書
館
の
役
割
，
と
す
る
考
え

・
市
町
村
立
図
書
館
で
良
く
利
用
さ
れ
る
も
の
を

揃
え
る

・
市
町
村
立
図
書
館
に
は
な
い
も
の
を
揃
え
る

1
2
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3
.
居
場
所
と
し
て
の
図
書
館
の
時
代
（1

9
8

0
年
代
か
ら

2
0

0
0
年
代
）

大
規
模
化
。
し
か
し
，
県
立
図
書
館
の
考
え
方
に

大
き
な
変
化
は
な
い

1
3

4
.
多
様
な
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
時
代

（
2

0
0

0
年
代
～

）

市
町
村
立
図
書
館
と
の
多
様
な
関
係

鳥
取
県
立
図
書
館
，
三
重
県
立
図
書
館

県
の
諸
部
局
や
他
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
，
図
書
館
の
出
前

鳥
取
県
立
図
書
館
，
秋
田
県
立
図
書
館

県
域
の
文
化
創
造
拠
点

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

1
4

ま
と
め
に
代
え
て
：
県
立
図
書
館
の
現
在
の
姿
（
私
見
）

•
市
町
村
立
図
書
館
支
援
に
力
を
入
れ
す
ぎ
た

し
か
し
，

•
県
内
で
最
も
伝
統
あ
る
図
書
館

•
市
町
村
立
図
書
館
よ
り
も
多
彩
で
専
門
的
な
資
料
の
蓄
積

•
司
書
集
団

•
県
の
文
化
創
造
・
世
界
に
向
け
た
発
信
拠
点
の
可
能
性

•
資
源
の
多
様
な
活
用
を
め
ざ
し
た
連
携
・
協
働
が
鍵

1
5
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参考事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
考
事
例
紹
介
１

(1
)
閲
覧
室
な
ど
の
室
内
の
状
況

H
P
よ
り
：
各
図
書
館
、
各
県

H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

〔
福

井
県

〕
1
ﾌ
ﾛ
ｱ
で

ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
張

り
天

井
高

7
m

〔
奈

良
県

〕
2
ﾌ
ﾛ
ｱ
で

吹
抜

け

〔
山

梨
県

〕
窓

際
ﾃ
ﾞ
ｽ
ｸ
、

ｻ
ｲ
ﾚ
ﾝ
ﾄ
ﾙ
ｰ
ﾑ
、

ｿ
ﾌ
ｧ
ｰ
席

〔
富

山
市

〕
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀ
ｰ
席

（
吹

き
抜

け
側

、
窓

側
）

④
く
つ
ろ
げ
る
、
図
書
を
楽
し
む
空
間

〔
岐

阜
市

〕
幼

児
と

保
護

者
が

裸
足

で
利

用
で

き
る

〔
山

梨
県

〕
ｶ
ﾌ
ｪ

〔
千

代
田

区
立

日
比

谷
〕

ｶ
ﾌ
ｪ

③
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
空
間
構
成

②
蔵
書
が
豊
富
で
、
幅
広
く
県
民
の
役
に
立
つ
図
書
が
充
実

〔
岡

山
県

〕
2
ﾌ
ﾛ
ｱ
で

吹
抜

け

〔
宮

城
県

〕
1
ﾌ
ﾛ
ｱ
で

奥
行

き
が

あ
る

①
明
る
く
開
放
的
で
広
い
空
間
（閲
覧
ス
ペ
ー
ス
）

〔
明

治
大

学
和

泉
〕

共
同

閲
覧

室
、

ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
閲

覧
室

、
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾗ
ｳ
ﾝ
ｼ
ﾞ

〔
鳥

取
県

〕
2
5
万

冊
開

架
、

ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ
･
子

育
て

な
ど

県
民

の
関

心
の

高
い

ﾃ
ｰ
ﾏ
で

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
を

設
置

〔
岡

山
県

〕
3
0
万

冊
開

架
、

閲
覧

室
を

6
ｴ
ﾘ
ｱ
に

分
類

（
参

考
、

人
文

科
学

、
児

童
、

社
会

科
学

、
自

然
科

学
・

産
業

、
郷

土
）

〔
福

井
県

〕
3
0
万

冊
開

架
、

内
･
子

ど
も

室
に

約
4
.5

万
冊

開
架

（
貸

出
の

約
2
5
%

が
児

童
書

）

〔
新

潟
県

〕
公

園
（

潟
）

を
一

望
で

き
る

〔
岡

山
県

〕
岡

山
城

を
眺

め
る

こ
と

が
で

き
る

〔
新

潟
県

〕
1
4
万

冊
開

架
、

く
ら

し
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

(健
康

、
趣

味
な

ど
）

家
庭

と
子

供
の

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

（
子

育
て

、
絵

本
な

ど
）
を

設
置

〔
奈

良
県

〕
2
5
万

冊
開

架
、

日
本

十
進

分
類

法
(N

D
C
)に

従
い

、
整

然
と

し
た

配
架

＜
座
席
・
諸
室
＞

＜
公
開
書
庫
＞

〔
新

潟
県

〕
〔

明
治

大
学

和
泉

〕
〔

岐
阜

市
〕

奈
良
県
提
供

岡
山
県
提
供

職
員
撮
影

H
P
よ
り

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

H
P
よ
り

職
員
撮
影

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

職
員
撮
影

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

職
員
撮
影

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

岐
阜
市
提
供
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職
員
撮
影

参
考
事
例
紹
介
２

(2
)交
流
活
動
の
様
子

〔
山

梨
県

〕
交

流
ﾙ
ｰ
ﾑ

(ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
張

り
で

室
外

か
ら

活
動

が
わ

か
る

）

〔
奈

良
県

〕
ﾌ
ｧ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｰ

ｺ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾄ
（

ｴ
ﾝ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
ｽﾎ

ｰﾙ
）

〔
大

阪
府

〕
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
ｶ
ｰ
ﾆ
ﾊ
ﾞ
ﾙ

（
屋

外
で

も
実

施
）

〔
福

井
県

〕
乳

幼
児

向
け

講
座

〔
岡

山
県

〕
ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
情

報
ｼ
ｱ
ﾀ
ｰ

（
1
6
0
ｲ
ﾝ
ﾁ
の

ｽ
ｸﾘ

ｰﾝ
で

邦
画

や
ｱﾆ

ﾒを
上

映
）

〔
石

川
県

〕
石

川
の

鉄
道

展
（

歴
博

と
連

携
）

〔
石

川
県

〕
図

書
館

活
用

講
座

歴
史

講
座

児
童

向
け

講
座

ﾋ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｵ
ﾊ
ﾞ
ﾄ
ﾙ

（
知

的
書

評
合

戦
）

(4
)
ＩＣ
Ｔ
（
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
情
報
）
の
利
用
環
境

＜
P
C
席
＞

〔
山

梨
県

〕
〔

千
代

田
区

立
千

代
田

〕

・
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
配

信
さ

れ
て

い
る

書
籍

の
閲

覧
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

・
館

内
の

専
用

端
末

で
閲

覧
で

き
る

他
、

館
外

で
も

一
定

の
条

件
の

下
で

、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
経

由
で

の
閲

覧
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
を

提
供

し
て

い
る

館
も

あ
る

〔
奈

良
県

〕
ｵ
ｰ
ｻ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾑ

（
動

画
編

集
、

大
判

ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ﾀ
等

）

〔
千

代
田

区
立

千
代

田
〕

〔
神

奈
川

県
大

和
市

〕
ﾋ
ｭ
ｰ
ﾏ
ﾉ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ

〔
岡

山
県

〕
編

集
加

工
室

撮
影

室
（

ﾌ
ｫ
ﾄ
ｽ
ﾀ
ｼ
ﾞ
ｵ
）

録
音

ﾌ
ﾞ
ｰ
ｽ

＜
編
集
・
加
工
・
そ
の
他
＞

(3
)他
機
関
連
携

〔
愛

知
医

科
大

学
〕

市
立

図
書

館
と

連
携

し
た

健
康

支
援

〔
杉

並
区

〕
大

学
と

協
力

し
講

演
会

を
開

催
〔

奈
良

県
〕

大
学

等
連

携
講

座
（

学
び

直
し

講
座

）

〔
埼

玉
県

〕
本

の
展

示

＜
電
子
書
籍
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
＞

〔
奈

良
県

〕

〔
岐

阜
県

〕
県

美
術

館
連

携
展

示

〔
山

梨
県

〕

1
0
周
年
記
念
誌
よ
り

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

奈
良
県
提
供

〔
和

歌
山

県
〕

が
ん

研
究

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
と

の
連

携
（

関
連

本
の

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
設

置
）

H
P
よ
り

P
C
,ﾀ

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ

持
ち

込
み

可
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 (5
)
県
民
の
関
心
事
項
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
課
題
解
決
支
援
）

〔
鳥

取
県

〕
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ
支

援
（

関
連

本
の

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
設

置
、

ﾚ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝｽ

と
産

業
支

援
機

関
と

の
連

携
）

〔
愛

媛
県

〕
子

育
て

支
援

（
情

報
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
設

置
）

参
考
事
例
紹
介
３

〔
奈

良
県

〕
医

療
・

健
康

支
援

（
相

談
会

）
〔

和
歌

山
県

〕
医

療
・

健
康

支
援

（
関

連
本

の
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
設

置
）

〔
大

分
県

〕
学

校
支

援
（

学
年

単
位

等
で

の
調

べ
学

習
）

〔
宮

崎
県

〕
農

業
支

援
（

H
P
で

の
書

籍
紹

介
）

〔
岩

手
県

紫
波

町
〕

農
業

支
援

（
直

売
会

＋
料

理
本

展
示

）
〔

武
蔵

野
市

〕
青

少
年

活
動

支
援

（
青

少
年

向
け

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ
の

設
置

）〔
鳥

取
県

〕
子

育
て

支
援

（
子

育
て

応
援

ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
の

設
置

）

〔
福

井
県

〕
子

育
て

支
援

（
関

連
本

の
展

示
、

県
関

係
機

関
と

連
携

し
た

資
料

展
示

）

〔
埼

玉
県

〕
妊

活
情

報
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

（
情

報
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
設

置
関

連
本

の
展

示
）

〔
川

崎
市

〕
医

療
・

健
康

支
援

（
認

知
症

の
人

向
け

の
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
）

H
P
よ
り

田
村
委
員
撮
影

H
P
よ
り

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

1
0
周
年
記
念
誌
よ
り

川
崎
市
提
供

H
P
よ
り

職
員
撮
影

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り
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 （
6
）
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど

〔
岐

阜
県

多
治

見
市

〕
陶

磁
器

ｺ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ

（
購

入
困

難
な

図
録

等
も

保
有

）

参
考
事
例
紹
介
４

〔
宮

崎
県

〕
環

境
関

連
の

展
示

や
図

書
の

紹
介

（
農

林
水

産
業

県
と

し
て

「
み

ど
り

の
図

書
館

」
が

ﾃ
ｰ
ﾏ
）

〔
金

沢
大

学
〕

環
境

学
ｺ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ

（
環

境
に

関
す

る
資

料
を

提
供

し
、

環
境

教
育

や
企

業
の

環
境

活
動

を
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
）

〔
静

岡
県

〕
富

士
山

関
係

資
料

（
収

集
し

た
資

料
を

ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
化

、
H

P
で

紹
介

）

〔
福

井
県

鯖
江

市
〕

ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾈ
資

料
ｺ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ

（
ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾈ
関

連
の

ﾌ
ｧ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

誌
も

配
架

）

〔
岡

山
県

瀬
戸

内
市

〕
せ

と
う

ち
発

見
の

道
（

郷
土

資
料

・
モ

ノ
を

一
体

で
展

示
）

〔
千

代
田

区
日

比
谷

〕
特

別
研

究
室

（
東

洋
交

通
関

連
の

古
刊

書
等

）
常

設
展

示
（

江
戸

・
東

京
の

歴
史

を
ﾃ
ｰ
ﾏ
に

し
た

展
示

室
）

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

撮
影

中
川
正
子

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

H
P
よ
り

H
P
よ
り

金
沢
大
学
提
供

H
P
よ
り

〔
奈

良
県

〕
ふ

る
さ

と
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

（
奈

良
関

係
資

料
を

4
万

点
配

架
）

撮
影

岡
本
真
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 参
考
事
例
紹
介
５

県 立 図 書 館

図
書
館
所
有
の
伝
統
工
芸
資
料

〔伝
統
工
芸
関
連
〕

・約
70

00
冊
所
蔵
、
う
ち
約

80
0冊
は
個
人
で
は
購
入
し
に
く
い
大
型
図
書

〔伝
統
文
化
関
連
〕

・茶
道
研
究
者
で
あ
る
牧
孝
治
氏
寄
贈
の
茶
道
関
係
の
和
古
書
約

17
0冊

・江
戸
～
明
治
時
代
に
金
沢
で
催
さ
れ
た
歌
舞
伎
番
付
の
刷
物
な
ど

県 工 業 試 験 場

伝
統
工
芸
図
案
集

・明
治

10
年
（1

87
7年
）か
ら
昭
和

10
年
（1

93
5年
）頃
ま
で
、
指
導
用
資
料
と
し
て
蓄
積
さ
れ

て
き
た
下
絵
の
図
案
集

・東
大
寺
古
模
様
な
ど
の
意
匠
の
参
考
紋
様
写
本
や
美
術
展
覧
会
出
陳
什
模
図
な
ど

3,
35

3点
を
保
有
（内
訳
：漆
器

74
6点
、
陶
磁
器

85
6点
、
染
織

28
8点
、
金
工

56
4点
、
そ

の
他

89
9点
）

・中
で
も
利
活
用
の
可
能
性
の
高
い

60
0点
を
「草
花
、
樹
木
類
」「
鳥
類
」「
風
景
、
人
物
」

「動
物
、
そ
の
他
」の
４
区
分
で
整
理
分
類
し
、
一
般
に
閲
覧
出
来
る
よ
う
編
さ
ん

県 ・ 産 業 創 出 支 援 機 構

石
川
新
情
報
書
府

○
文
化
資
産
を
保
存
・継
承
し
、
石
川
県
の
個
性
を
情
報
発
信

・国
際
的
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
流
れ
に
対
応
し
て
文
化
資
産
の
保
存
・継
承
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
文
化
資
産
と
い
う
石
川
県
の
個
性
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の

○
文
化
資
産
コ
ン
テ
ン
ツ
（３
１
テ
ー
マ
）を
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｈ
Ｐ
に
蓄
積

（事
業
期
間
：平
成
８
年
度
～
平
成
２
７
年
度
）

•石
川
の
伝
統
工
芸
（輪
島
塗
、
九
谷
焼
、
山
中
漆
器
、
加
賀
友
禅
、
金
沢
箔
な
ど
）

•石
川
の
風
土
、
歴
史
（キ
リ
コ
祭
り
、
兼
六
園
、
北
前
船
、
酒
造
り
、
産
業
史
な
ど
）

•加
賀
百
万
石
の
伝
統
文
化
（和
菓
子
、
茶
の
湯
、
加
賀
料
理
、
伝
統
芸
能
な
ど
）

繊 維 リ ソ ー ス

友
禅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・大
正
時
代
、
昭
和
前
期
の
友
禅
生
地
見
本
を
、
５
箱
、
約

28
0
点
保
有

・J
R
花
嫁
の
れ
ん
号
外
内
装
、
箔
一
あ
ぶ
ら
と
り
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
利
活
用

・年
代
、
素
材
、
生
地
分
類
、
（糸
布
）加
工
、
組
織
、
柄
、
柄
配
置
ご
と
に
整
理
・分
類
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、

H
P
で
公
開
さ
れ
て
い
る

（
7
）
県
内
機
関
等
が
保
有
す
る
「石
川
ら
し
さ
（伝
統
工
芸
・文
化
等
）
」資
料
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設
置
有

3
7

図
書
館

1
奈
良
(
H
1
7
)

博
物
館

1
三
重
(
H
2
6
)

図
書
館

1
2
宮
城
(
H
1
3
)
、
秋
田
(
H
5
)
、
新
潟
(
H
4
)
、
富
山
(
S
6
2
)
、
福
井
(
H
1
5
)
、
京
都

（
S
3
8
）
、
和
歌
山
(
H
5
)
、
鳥
取
(
H
2
)
、
広
島
(
S
6
3
)
、
山
口
(
S
3
4
)
、
香
川
(
H
6
)
、
大

分
(
H
7
)

県
庁

9
北
海
道
(
S
6
0
)
、
青
森
(
H
2
5
)
、
山
形
(
H
2
7
)
、
栃
木
(
S
6
1
)
、
愛
知
(
S
6
1
)
、
滋
賀

(
H
2
0
)
、
大
阪
(
S
6
0
)
、
島
根
(
H
2
3
)
、
佐
賀
(
H
2
4
)

博
物
館

2
茨
城
(
S
4
8
)
、
長
野
(
H
6
)

そ
の
他
施
設

2
福
島
(
S
4
5
)
、
岡
山
(
H
1
7
)

単
独

型
1
0
群
馬
(
S
5
7
)
、
埼
玉
(
S
5
0
)
、
千
葉
(
S
6
3
)
、
東
京
(
S
4
3
)
、
神
奈
川
(
H
5
)
、
岐
阜

(
S
5
2
)
、
兵
庫
(
S
6
0
)
、
徳
島
(
H
2
)
、
福
岡
(
H
2
4
)
、
沖
縄
(
H
7
)

設
置
無

1
0
岩
手
、
石
川
、
山
梨
、
静
岡
、
愛
媛
、
高
知
、
長
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

同
一

建
物

内
又
は

隣
接

型

◇
公

文
書

館
の

基
本

的
機

能

◇
公

文
書

館
の

設
置

根
拠

○
公

文
書

館
法

（
Ｓ

６
３

施
行

）

◇
全

国
に

お
け

る
都

道
府

県
公

文
書

館
の

設
置

状
況

　
　

　
　

（
括
弧
内
は
設
置
年
）

機
能

一
体

型

　
公

文
書

館
と

は
、

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

公
文

書
そ

の
他

の
記

録
を

保
存

し
、

閲
覧

に
供

す
る

こ
と

等
を

目
的

と
す

る
施

設
と

す
る

。

　
※
設
置
義
務
は
な
い
。
設
置
す
る
場
合
は
「
公
の
施
設
」
と
し
て
条
例
制
定
が
必
要

 
 
第
２
条
（
定
義
）

 
 
 
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
文
書
等
」
と
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
保
管
す
る
公
文
書
そ
の
他
の
記
録

 
 
（
現
用
の
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

 
 
第
４
条
（
公
文
書
館
）

 
 
 
 
公
文
書
館
は
、

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

公
文

書
等

（
国
が
保
管
し
て
い
た
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

 
 
公
文
書
そ
の
他
の
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
保

存
し

、
閲

覧
に

供
す

る
と

と
も

に
、

 
 
こ

れ
に

関
連

す
る

調
査

研
究

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
施

設
と
す
る
。

 
 
第
５
条

 
 
 
 
公
文
書
館
は
、
国
立
公
文
書
館
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
７
９
号
）
の
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
又
は
地
方

 
 
公
共
団
体
が
設
置
す
る
。

 
 
２
 
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
公
文
書
館
の
当
該
設
置
に
関
す
る
事
項
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で

 
 
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 保

存
期

間
の

満
了

し
た

公
文

書
等

の
中

か
ら

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

も
の

を
選

別
し

、
利

用
し

や
す

い
よ

う
整

理
し

た
上

で
目

録
を

作
成

し
、

適
切

な
環

境
の

下
で

収
集

・
保

存
を

行
う

。

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

公
文

書
等

に
つ

い
て

、
閲

覧
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
利

用
普

及
を

図
る

た
め

、
展

示
や

講
習

会
を

行
う

。

上
記

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

う
。

公
文

書
館

機
能

に
つ
い
て
～
設
置
根
拠
・
基

本
的
機
能
等
～

収
集
・
保
存

利
用
普
及

調
査
研
究
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○文書は、石川県文書管理規程に定められた保存期間が満
　了するまで、県庁内において保存・管理
　

○有期限の保存文書で保存期間が満了したものは、歴史資
　料として重要な公文書等として選別したものを除き、廃
　棄

　※Ｈ１７から選別基準に基づき歴史資料として選別した文
　　書は、保存期間を永年に変更して保存

本県の文書管理の現状
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生涯学習機能について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図
書
館
の
蔵
書
や
資
料
を
活
用
し
た
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
本
と
県
民
を
つ
な
ぐ
機
会
を
提
供
し
て
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
。

分
類

回
数

参
加
人
数

内
容

図
書
館
活
用

4
0
回

1
,1

1
0
人

・
図
書
館
活
用
講
座

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
、
調
べ
か
た
講
座

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
お
も
し
ろ
い
と
思
う
本
を
紹
介
し
合
う
書
評
合
戦
）
な
ど

・
企
画
展
目
か
ら
う
ろ
こ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
展
、
絵
本
原
画
展

な
ど

歴
史

3
0
回

7
9

0
人

・
大
型
絵
図
デ
ジ
タ
ル
化
記
念
講
演
会

・
は
じ
め
て
の
古
文
書

－
古
文
書
解
読
入
門
－

・
や
さ
し
い
加
賀
藩
講
座

・
講
座
「
『
加
能
史
料
』
は
い
ま
」

な
ど

児
童
･親
子
向
け

5
1
回

5
9

5
人

・
お
は
な
し
玉
手
箱

・
夏
の
え
ほ
ん
の
時
間

・
お
は
な
し
の
夕
べ

・
図
書
館
を
た
の
し
も
う

な
ど

そ
の

他
5
回

1
8

8
人

・
司
法
書
士
に
よ
る
く
ら
し
の
法
律
講
座

・
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家

貫
井
徳
郎
氏
の
講
演
会

な
ど

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
は
、
企
画
展
を
実
施
す
る
ほ
か
、
一
般
県
民
に
よ
る
俳
句
展
や
書
道
展
な
ど
に
も
広
く
開
放
（
無
料
）
（
H

2
7
：
１

3
回
開
催
）

※
7
0名

以
上
の
講
座
等
は
、

４
階
第
１
研
修
室
(県

社
会

福
祉
協
議
会
管
理
)を

借
用

し
て
実
施

講
座
等
の

開
催
状
況

読
書
会
に
よ
る

図
書
館
利
用

目
的

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

大
型
絵
図
デ
ジ
タ
ル
化
記
念
講
演
会

夏
の
え
ほ
ん
の
時
間

県
民
交
流
室
２
Ｆ
（

7
0
席

：
1
3
5
㎡

）
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
１
Ｆ
（

1
0
5
㎡

）
多
目
的
ホ
ー
ル
３
Ｆ

(
3
1
席

：
8
8
㎡

）

施
設
の
状
況

生
涯
学
習
機
能
に
つ
い
て

～
県
立
図
書
館
～

(H
2
7
実
績
）

・
県
内
の
読
書
グ
ル
ー
プ
（
源
氏
物
語
を
読
む
会
、
古
典
文
学
愛
好
会
な
ど
）
に
活
動
の
場
を
提
供

・
平
成
２
７
年
度
は
、
年
間
１
８
８
回
、
約
１

,９
０
０
人
が
利
用


